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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
液体を消費する液体消費部に供給する前記液体を収容する液体収容室と、
　前記液体収容室内から前記液体を前記液体消費部側に導出可能とする液体導出口と、
　前記液体収容室内に外部から前記液体を注入可能とする液体注入口と、
　前記液体収容室内に設けられた少なくとも２つの第１リブと
　を備え、
　前記少なくとも２つの第１リブは、前記液体注入口よりも重力方向側に位置する底面か
ら離間して設けられると共に、重力方向と交差しつつ前記液体注入口から離れる方向に沿
う第１方向と前記重力方向との双方向に対して直交する第２方向に沿って延びるように設
けられ、
　前記少なくとも２つの第１リブのうち少なくとも１つの第１リブは、少なくとも一部が
重力方向において前記底面よりも反重力方向側に位置する上面と前記底面との間に位置し
、
　前記少なくとも２つの第１リブは、前記第１方向において前記液体注入口から見て前記
液体導出口とは反対側に設けられていることを特徴とする液体収容体。
【請求項２】
前記少なくとも２つの第１リブは、前記液体収容室内の前記第１方向に沿って延びる側面
から突出形成されていることを特徴とする請求項１に記載の液体収容体。
【請求項３】
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前記少なくとも２つの第１リブは、前記液体収容室の前記底面に沿う方向に延びているこ
とを特徴とする請求項１又は請求項２に記載の液体収容体。
【請求項４】
前記少なくとも２つの第１リブは、前記液体収容室の前記底面と交差する方向に延びてい
ることを特徴とする請求項１～請求項３のうち何れか一項に記載の液体収容体。
【請求項５】
前記少なくとも２つの第１リブは、前記第１方向に距離をおいて設けられ、
　前記少なくとも２つの第１リブのうち、前記液体注入口から離れた位置に位置する第１
リブは、前記液体注入口に近い位置に位置する第１リブと比較して、前記液体収容室の前
記底面から大きく離間することを特徴とする請求項４に記載の液体収容体。
【請求項６】
前記第１リブは、前記液体収容室の前記第１方向に距離をおいて３つ以上設けられ、
　前記第１リブのうち、前記液体注入口から離れた位置に位置する第１リブは、前記液体
注入口に近い位置に位置する第１リブと比較して、前記第１方向において隣り合う第１リ
ブ同士の間隔が大きいことを特徴とする請求項４又は請求項５に記載の液体収容体。
【請求項７】
前記少なくとも１つの第１リブとは別の第２リブが前記液体収容室内にさらに設けられ、
　前記第２リブは、前記第１方向において前記液体注入口と前記液体導出口との間の位置
に位置し、前記第２方向に沿って延びるように設けられ、
　前記第２リブは、前記液体収容室を前記液体導出口側の第１領域と前記第１方向におい
て前記液体導出口と反対側の第２領域に仕切るものであり、
　前記第１領域と前記第２領域とを連通させる第１連通部を有することを特徴とする請求
項１～請求項６のうち何れか一項に記載の液体収容体。
【請求項８】
前記第２リブは、前記第１方向に距離をおいて少なくとも２つ設けられ、
　前記少なくとも２つの第２リブの各々は、前記底面から突出することにより、前記液体
収容室における前記底面側の部分を前記第１領域と前記第２領域に仕切るものであり、
　前記第１連通部は、前記液体収容室の前記底面と前記少なくとも２つの第２リブの各々
との間に設けられ、
　前記上面と前記少なくとも２つの第２リブの各々との間に第２連通部が設けられ、
　前記第１領域と前記第２領域とが前記第１連通部と前記第２連通部とにより連通され、
　前記少なくとも２つの第２リブの各々の前記上面からの距離が互いに異なることを特徴
とする請求項７に記載の液体収容体。
【請求項９】
前記少なくとも２つの第２リブのうち、前記液体注入口から離れた位置に位置する第２リ
ブは、前記液体注入口に近い位置に位置する第２リブと比較して、前記底面からの突出高
さが大きいことを特徴とする請求項８に記載の液体収容体。
【請求項１０】
前記少なくとも２つの第２リブのうち少なくとも１つは、前記液体導出口とは反対側に延
出した延出部を有することを特徴とする請求項８又は請求項９に記載の液体収容体。
【請求項１１】
前記底面には前記少なくとも２つの第１リブとは別に補強リブが設けられており、
　前記補強リブにおける前記液体注入口側の面は、前記底面に対して前記液体注入口から
離れる方向に向けて鋭角をなすように交差していることを特徴とする請求項１～請求項１
０のうち何れか一項に記載の液体収容体。
【請求項１２】
前記底面には前記少なくとも２つの第１リブとは別に補強リブが設けられており、
　前記第１リブは、前記第１方向において前記補強リブを挟んで配置された２つの第１リ
ブを含めて前記第１方向に距離をおいて３つ以上設けられ、
　前記３つ以上の第１リブのうち、前記第１方向において前記補強リブを挟んで配置され
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た第１リブ同士の間隔は、他の第１リブ同士の間隔よりも大きいことを特徴とする請求項
１～請求項１１のうち何れか一項に記載の液体収容体。
【請求項１３】
液体を消費する液体消費部と、
　請求項１～請求項１２のうち何れか一項に記載の液体収容体と
　を備えることを特徴とする液体消費装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、例えばインクジェット式のプリンターなどの液体消費装置及び該液体消費装
置で消費される液体を収容する液体収容体に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、インク（液体）を噴射する記録ヘッド（液体消費部）で消費されるインクを
収容可能なインクタンクを備えたインクジェット式のプリンターが知られている。インク
タンクには、一例としてインクカートリッジ（液体収容体）が挙げられる（例えば、特許
文献１参照）。また、こうしたプリンターで使用されるインクには、例えば顔料インクの
ように時間の経過に伴って濃度に偏りが生じるものがある。
【０００３】
　そのため、こうしたプリンターにおけるインクカートリッジには、インクを収容可能な
インク収容室（液体収容室）と、インク収容室内に外部からインクを導入可能とするイン
ク導入口と、インク収容室内からインクをプリンター側に導出可能とするインク導出口（
液体導出口）が設けられている。さらに、インク収容室の底面におけるインク導入口とイ
ンク導出口との間には、切り欠きを有する複数のリブが延出されている。すなわち、イン
ク導入口から導入されたインクは、リブの上側を通過する薄いインクと、切り欠きを通過
する濃いインクとが混合されてインク導出口から導出される。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１０－２０８２６４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ところで、記録ヘッドへ供給されるインクにかかる水頭変化を抑制しつつインク収容室
に収容可能なインクの量を増やすためには、インク収容室の水平方向のサイズを大きくす
る必要がある。さらに、収容するインクの量が増えるとインクが空になるまでの所要時間
が長くなるため、インクの濃度の偏りも大きくなる。
【０００６】
　しかし、インク収容室内においてインク導出口から水平方向に遠く離れた部位では、イ
ンクが流れにくい。そのため、重力方向に異なる位置を通過したインクを混合させるだけ
ではインクの濃度の偏りを十分に解消することができないという問題があった。
【０００７】
　なお、こうした問題はインクジェット式のプリンターに備えられるインクタンクに限ら
ず、液体を収容する液体収容体においては概ね共通するものとなっていた。
　本発明は、このような事情に鑑みてなされたものであり、その目的は、液体収容室内に
収容された液体の濃度の偏りを容易に解消することができる液体収容体及びそのような液
体収容体を備えた液体消費装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　以下、上記課題を解決するための手段及びその作用効果について記載する。
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　上記課題を解決する液体収容体は、液体を消費する液体消費部に供給する前記液体を収
容する液体収容室と、前記液体収容室内から前記液体を前記液体消費部側に導出可能とす
る液体導出口と、前記液体収容室内に外部から前記液体を注入可能とする液体注入口と、
前記液体収容室内に設けられた少なくとも２つの第１リブとを備え、前記少なくとも２つ
の第１リブは、前記液体注入口よりも重力方向側に位置する底面から離間して設けられる
と共に、重力方向と交差しつつ前記液体注入口から離れる方向に沿う第１方向と前記重力
方向との双方向に対して直交する第２方向に沿って延びるように設けられ、前記少なくと
も２つの第１リブのうち少なくとも１つの第１リブは、少なくとも一部が重力方向におい
て前記底面よりも反重力方向側に位置する上面と前記底面との間に位置し、前記少なくと
も２つの第１リブは、前記第１方向において前記液体注入口から見て前記液体導出口とは
反対側に設けられている。
【０００９】
　液体注入口から注入された液体は、液体導出口から導出される。そのため、液体注入口
から見て液体導出口とは反対側の位置では、液体注入口と液体導出口との間の位置に比べ
、液体導出口からの液体の導出に伴った液体の流れが起こりにくい。その点、この構成に
よれば、液体注入口から見て液体導出口とは反対側に第１リブが設けられているため、導
出に伴う液体の流れが起こりにくい位置に存在する液体を、液体注入口からの液体の注入
に伴って攪拌することができる。すなわち、液体収容室内の底面から離間して第１リブが
設けられているため、液体注入口から液体収容室に注入された液体は、底面に沿うように
該底面と第１リブとの間を流動する。そして、液体は、第１リブや液体収容室の底面と交
差する側面などによって流れが阻害されると、液体には底面と交差する方向の流れが生じ
る。したがって、液体収容室に収容された液体に濃度の偏りが生じていた場合であっても
、新たに液体収容室に注入された液体の流れによって液体収容室に収容されていた液体が
攪拌される。すなわち、液体注入口から水平方向に離れた位置でも底面と交差する方向へ
の液体の流れを生じさせることができる。また、第１リブを少なくとも２つ形成すること
により攪拌可能な領域を増やすことができるため、液体収容室のサイズをより大きくする
ことができる。したがって、液体収容室内に液体を注入することで、液体収容室内に収容
された液体の濃度の偏りを効率よく解消することができる。
【００１０】
　上記液体収容体において、前記少なくとも２つの第１リブは、前記液体収容室内の前記
第１方向に沿って延びる側面から突出形成されているのが好ましい。
　この構成によれば、第１リブを液体収容室内の側面から突出形成することにより、第１
リブを容易に形成することができる。
【００１１】
　上記液体収容体において、前記少なくとも２つの第１リブは、前記液体収容室の前記底
面に沿う方向に延びているのが好ましい。
　この構成によれば、底面に沿う方向に延びている第１リブにより、底面に沿って流れる
液体の流れが底面と交差する方向に変更された後、さらに第１リブに沿って液体を流動さ
せることができる。したがって、液体の流れが衝突するのを抑制することができるため、
底面に沿う方向に流れる液体の流速を上げることができる。
【００１２】
　上記液体収容体において、前記少なくとも２つの第１リブは、前記液体収容室の前記底
面と交差する方向に延びているのが好ましい。
　この構成によれば、底面と交差する方向に延びている第１リブにより、液体注入口から
離れる方向である第１方向に沿った液体の流れを阻害することができる。すなわち、液体
に渦状の流れを生じさせることにより、液体を攪拌することができる。
【００１３】
　上記液体収容体において、前記少なくとも２つの第１リブは、前記第１方向に距離をお
いて設けられ、前記少なくとも２つの第１リブのうち、前記液体注入口から離れた位置に
位置する第１リブは、前記液体注入口に近い位置に位置する第１リブと比較して、前記液
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体収容室の前記底面から大きく離間するのが好ましい。
【００１４】
　この構成によれば、液体注入口から離れた位置に位置する第１リブは、底面から大きく
離間しているため、底面から離れた位置で渦を生じさせることができる。したがって、液
体の濃度の偏りが大きくなりやすい液体注入口から離れた位置において、底面付近の濃度
の濃い液体と液面付近の濃度の薄い液体とを攪拌することができるため、より液体の濃度
の偏りを低減することができる。
【００１５】
　上記液体収容体において、前記第１リブは、前記液体収容室の前記第１方向に距離をお
いて３つ以上設けられ、前記第１リブのうち、前記液体注入口から離れた位置に位置する
第１リブは、前記液体注入口に近い位置に位置する第１リブと比較して、前記第１方向に
おいて隣り合う第１リブ同士の間隔が大きいのが好ましい。
【００１６】
　第１リブに流れが阻害されることに伴って生じる渦状の流れは、液体が流れる方向であ
る第１方向で隣り合う第１リブ同士の間で生じる。そして、第１リブ同士の間隔が広いほ
ど大きな渦状の流れが生じる。その点、この構成によれば、液体注入口から離れた位置で
隣り合う第１リブ同士の間隔が大きいため、注入口から離れた位置でより大きな渦状の流
れを生じさせることができる。したがって、液体の濃度の偏りが大きくなりやすい液体注
入口から離れた位置において、液面付近の濃度の薄い液体をも流動させることができるた
め、より液体の濃度の偏りを低減することができる。
【００１７】
　上記液体収容体において、前記少なくとも１つの第１リブとは別の第２リブが前記液体
収容室内にさらに設けられ、前記第２リブは、前記第１方向において前記液体注入口と前
記液体導出口との間の位置に位置し、前記第２方向に沿って延びるように設けられ、前記
第２リブは、前記液体収容室を前記液体導出口側の第１領域と前記第１方向において前記
液体導出口と反対側の第２領域に仕切るものであり、前記第１領域と前記第２領域とを連
通させる第１連通部を有するのが好ましい。
【００１８】
　この構成によれば、第２リブが液体注入口と液体導出口との間に設けられているため、
液体注入口から液体導出口に向かう液体の流れを阻害することができる。したがって、例
えば、液体注入口から液体を勢いよく注入した場合でも、液体導出口付近の液体にかかる
圧力を低減することができる。
【００１９】
　上記液体収容体において、前記第２リブは、前記第１方向に距離をおいて少なくとも２
つ設けられ、前記少なくとも２つの第２リブの各々は、前記底面から突出することにより
、前記液体収容室における前記底面側の部分を前記第１領域と前記第２領域に仕切るもの
であり、前記第１連通部は、前記液体収容室の前記底面と前記少なくとも２つの第２リブ
の各々との間に設けられ、前記上面と前記少なくとも２つの第２リブの各々との間に第２
連通部が設けられ、前記第１領域と前記第２領域とが前記第１連通部と前記第２連通部と
により連通され、前記少なくとも２つの第２リブの各々の前記上面からの距離が互いに異
なるのが好ましい。
【００２０】
　この構成によれば、液体収容室に収容された液体が液体導出口を通じて導出されると、
液体には、重力方向において異なる位置に位置する連通部を通過する流れが生じる。その
ため、液体収容室に収容された液体に濃度の偏りが生じている場合であっても、異なる濃
度の液体をそれぞれの連通部を通過させて流動させることができる。さらに、少なくとも
２つの第２リブは、連通部の位置が互いに異なるため、重力方向において異なる位置の液
体を流動させることができる。したがって、液体収容室に収容された液体が導出されて液
面が低下した場合であっても、液面付近の濃度の薄い液体と底面付近の濃度の濃い液体と
を混合させて導出することができる。
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【００２１】
　上記液体収容体において、前記少なくとも２つの第２リブのうち、前記液体注入口から
離れた位置に位置する第２リブは、前記液体注入口に近い位置に位置する第２リブと比較
して、前記底面からの突出高さが大きいのが好ましい。
【００２２】
　この構成によれば、液体注入口から離れた位置に位置する第２リブの底面からの突出高
さを大きくすることによって、液体注入口から液体導出口に向かう液体の流れをより阻害
することができる。一方、液体注入口に近い位置に位置する第２リブの底面からの突出高
さが小さいため、突出高さの大きな第２リブに堰き止められた液体が液体導出口から離れ
る方向に向かう流れが許容される。したがって、液体注入口から見て液体導出口から離れ
た側においてより液体を攪拌させることができる。
【００２３】
　上記液体収容体において、前記少なくとも２つの第２リブのうち少なくとも１つは、前
記液体導出口とは反対側に延出した延出部を有するのが好ましい。
　この構成によれば、第２リブは、延出部を有するため液体注入口から注入された液体が
第２リブを乗り越えてしまう虞を低減することができる。したがって、液体導出口付近の
液体にかかる圧力をより低減することができる。
【００２４】
　上記液体収容体は、前記底面には前記少なくとも２つの第１リブとは別に補強リブが設
けられており、前記補強リブにおける前記液体注入口側の面は、前記底面に対して前記液
体注入口から離れる方向に向けて鋭角をなすように交差しているのが好ましい。
【００２５】
　この構成によれば、液体注入口から注入された液体は底面に沿って流動する。そして、
補強リブにおける液体注入口側の面は、液体収容室の底面に対して液体の流動方向となる
液体注入口から遠ざかる方向に向けて鋭角をなすように交差している。すなわち、流路抵
抗が低減されるため、液体収容体の剛性を確保しつつ、液体収容室に注入された液体を液
体注入口から離れる方向に良好に流動させることができる。
【００２６】
　上記液体収容体は、前記底面には前記少なくとも２つの第１リブとは別に補強リブが設
けられており、前記第１リブは、前記第１方向において前記補強リブを挟んで配置された
２つの第１リブを含めて前記第１方向に距離をおいて３つ以上設けられ、前記３つ以上の
第１リブのうち、前記第１方向において前記補強リブを挟んで配置された第１リブ同士の
間隔は、他の第１リブ同士の間隔よりも大きいのが好ましい。
【００２７】
　この構成によれば、補強リブを挟んで配置された第１リブ同士の間隔を大きくすること
により、補強リブによって流動方向が変化した液体の流れが第１リブによって阻害されて
しまう虞を低減することができる。すなわち、補強リブを挟んで配置された第１リブの間
隔を小さくする場合に比べて液体注入口から離れる方向に流動する流路抵抗を低減するこ
とができる。したがって、液体収容体の剛性を確保しつつ、液体収容室に注入された液体
を液体注入口から離れる方向に良好に流動させることができる。
【００２８】
　また、上記課題を解決する液体消費装置は、液体を消費する液体消費部と、上記構成の
液体収容体とを備える。
　この構成によれば、液体収容室内に収容された液体の濃度の偏りを容易に解消すること
ができる液体消費装置を使用することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２９】
【図１】第１実施形態の複合機の斜視図。
【図２】装置本体におけるタンクユニットが取り付けられる取付面の破断斜視図。
【図３】タンクユニットの右前方からの斜視図。
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【図４】タンクユニットの左前方からの斜視図。
【図５】部材を一部取り外したタンクユニットの左前方からの斜視図。
【図６】図３におけるＦ６－Ｆ６線矢視断面図。
【図７】図３におけるＦ７－Ｆ７線矢視断面図。
【図８】インクタンクの右前方からの斜視図。
【図９】インクタンクの右後方からの斜視図。
【図１０】インクタンクの右側面図。
【図１１】インクタンクの上面図。
【図１２】フィルムの形状を示す斜視図。
【図１３】インクタンクをその開口部側から見た正面図。
【図１４】インクタンクが取り付けられたタンクユニットの左前方からの斜視図。
【図１５】タンクケースをその開口部側から見た正面図。
【図１６】タンクユニットをタンクケースの開口部側から見た正面図で、フィルムの領域
外部位が収納された状態を示す図。
【図１７】チョークバルブの斜視図。
【図１８】チョークバルブの左斜め上方からの分解斜視図。
【図１９】チョークバルブの右斜め上方からの分解斜視図。
【図２０】開弁状態のチョークバルブの正面図。
【図２１】開弁状態のチョークバルブの内部構成を示す断面図。
【図２２】図２１の要部拡大図。
【図２３】取付面にタンクケースを固着した右側面図。
【図２４】タンクケースの底面図。
【図２５】タンクユニットにおける谷部の斜視図。
【図２６】カバーの左下方からの斜視図。
【図２７】カバーが隠蔽位置に位置するタンクユニットの右側面図。
【図２８】カバーが非隠蔽位置に位置するタンクユニットの右側面図。
【図２９】図２７におけるＦ２９－Ｆ２９線矢視断面図。
【図３０】図２８におけるＦ３０－Ｆ３０線矢視断面図。
【図３１】上下逆さまに倒置された状態のインクタンクの左側面図。
【図３２】図３１の状態におけるインクタンクの右側面の一部破断図。
【図３３】図３１の状態で加速度が後方にかかるように振動させられた場合のインクタン
クの左側面図。
【図３４】図３３の状態におけるインクタンクの右側面の一部破断図。
【図３５】図３１の状態で加速度が前方にかかるように振動させられた場合のインクタン
クの左側面図。
【図３６】図３５の状態におけるインクタンクの右側面の一部破断図。
【図３７】閉弁状態のチョークバルブの正面図。
【図３８】閉弁状態のチョークバルブの内部構成を示す断面図。
【図３９】図３８に示す状態から開弁方向に変位したチョークバルブの内部構成を示す断
面図。
【図４０】図３９に示す状態から開弁方向に変位したチョークバルブの内部構成を示す断
面図。
【図４１】インクタンクの作用を説明するための側面図。
【図４２】第２実施形態の記録装置の斜視図。
【図４３】タンクユニットの正面図。
【図４４】タンクユニットの下側からの斜視図。
【図４５】第３実施形態の収容体ケースの側面図。
【図４６】収容体ケースの斜視図。
【図４７】収容体ケースの斜視図。
【図４８】第１変形例の収容体ケースの側面図。



(8) JP 5958220 B2 2016.7.27

10

20

30

40

50

【図４９】第２変形例の収容体ケースの側面図。
【図５０】第３変形例の収容体ケースの側面図。
【図５１】第４変形例の収容体ケースの側面図。
【図５２】第５変形例の収容体ケースの側面図。
【図５３】第６変形例の収容体ケースの側面図。
【図５４】第７変形例の収容体ケースの一部破断図。
【図５５】第８変形例の収容体ケースの一部破断図。
【図５６】第９変形例のインクタンクの使用時の姿勢状態での左側面の一部破断図。
【図５７】図５６の状態にあるインクタンクの右側面の一部破断図。
【図５８】第９変形例のインクタンクが上下逆さまに倒置された状態での左側面図。
【図５９】図５８の状態で加速度が後方にかかるように振動させられた場合のインクタン
クの左側面図。
【図６０】図５８の状態で加速度が前方にかかるように振動させられた場合のインクタン
クの左側面図。
【図６１】第１０変形例のインクタンクの使用時の姿勢状態での左側面の一部破断図。
【図６２】図６１の状態におけるインクタンクの右側面の一部破断図。
【図６３】第１１変形例のインクタンクの使用時の姿勢状態での左側面の一部破断図。
【図６４】（ａ）は、図６３におけるＦ６４ａ－Ｆ６４ａ線矢視断面図、（ｂ）は、図６
３におけるＦ６４ｂ－Ｆ６４ｂ線矢視断面図。
【図６５】第１２変形例のインクタンクの構成を説明するための側面図。
【図６６】図６５のインクタンクの傾斜状態が変化した場合の側面図。
【発明を実施するための形態】
【００３０】
　（第１実施形態）
　以下、液体消費装置の一例である記録装置の第１実施形態について、図を参照して説明
する。
【００３１】
　図１に示すように、複合機１１は、記録装置１２と、記録装置１２の装置本体１３上に
搭載されたスキャナーユニット１４とを備えている。
　記録装置１２は、用紙Ｐに対して記録を行うことが可能である一方、スキャナーユニッ
ト１４は原稿に記録された画像等を読みとることが可能である。なお、本明細書では、反
重力方向を上方向というとともに、重力方向を下方向という。また、これら上方向及び下
方向に沿う方向を鉛直方向の一例としての上下方向Ｚとして図示する。
【００３２】
　スキャナーユニット１４は、記録装置１２の装置本体１３に対して一部が回動自在に連
結されたスキャナー本体部１５と、スキャナー本体部１５の上方に配置された搬送ユニッ
ト１６とを備えている。スキャナー本体部１５は、その一端側に設けられたヒンジなどの
回転機構１７を介して、記録装置１２に対して装置本体１３の上方を覆う閉位置と装置本
体１３の上方を開放する開位置との間での変位可能に取り付けられている。また、搬送ユ
ニット１６は、その一端側に設けられたヒンジなどの回転機構１８を介して、スキャナー
本体部１５に対してスキャナー本体部１５の上方を覆う位置と開放する位置との間での変
位可能に取り付けられている。
【００３３】
　なお、以下の説明においては、複合機１１において、回転機構１７，１８が設けられた
側を後側または背面側というとともに、その反対側を前側という。また、前方向及び後方
向に沿う方向を前後方向Ｙとして図示する。そして、スキャナーユニット１４、スキャナ
ー本体部１５及び搬送ユニット１６は、その前端側が上方に向けて回動可能となっている
。
【００３４】
　さらに、前側から後方向を見た場合（正面視）の右方向及び左方向に沿う方向を左右方
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向Ｘとして図示する。なお、左右方向Ｘ、前後方向Ｙ、上下方向Ｚは、互いに交差（本実
施形態では直交）する。したがって、本実施形態における左右方向Ｘ及び前後方向Ｙは、
水平方向に沿う方向である。
【００３５】
　複合機１１の前面側には操作パネル１９が配置されている。操作パネル１９はメニュー
画面等を表示するための表示部（例えば液晶ディスプレイ）２０と、表示部２０の周囲に
設けられた種々の操作ボタン２１とを備えている。
【００３６】
　記録装置１２において操作パネル１９の下方にあたる位置は、装置本体１３内から用紙
Ｐを排出するための排出口２２が開口している。また、記録装置１２における排出口２２
の下方には、引き出し可能な排紙台２３が収容されている。
【００３７】
　記録装置１２の背面側には、複数の用紙Ｐを積載可能な略矩形板状をなす引き出し式の
媒体支持体２４が取り付けられている。また、スキャナー本体部１５の後部には、基端側
（本実施形態では前端側）を中心に回動可能な導入口カバー２５が取り付けられている。
【００３８】
　また、装置本体１３の外部であって右側面となる取付面１３ａには、インク（液体の一
例）を収容する液体収容体ユニットの一例としてのタンクユニット２７が固着されている
。また、装置本体１３とタンクユニット２７の間となる位置であって、且つ取付面１３ａ
の後寄りの位置には、スケール２８ａを収容するスケール収容部２８が設けられている。
スケール収容部２８は、スケール２８ａの厚さに対応した左右方向Ｘの深さ及びスケール
２８ａの幅に対応した前後方向Ｙの幅で上下方向Ｚに長い矩形の溝形状をなすように、取
付面１３ａに凹み形成されている。
【００３９】
　一方、装置本体１３の内部には、主走査方向となる左右方向Ｘに往復移動可能な状態で
保持されたキャリッジ２９と、キャリッジ２９に装着された中継アダプター３０とが設け
られている。中継アダプター３０には、一端側がタンクユニット２７に接続された可撓性
を有する弾性材料からなるチューブ３１の他端側が接続されている。また、キャリッジ２
９の下面側には、タンクユニット２７から供給されたインクを噴射可能な液体消費部の一
例としての液体噴射ヘッド３２が支持されている。
【００４０】
　したがって、タンクユニット２７に収容されたインクは、水頭差を利用することにより
チューブ３１を介して液体噴射ヘッド３２へ供給される。そして、液体噴射ヘッド３２に
供給されたインクは、搬送機構（図示略）によって搬送される用紙Ｐに対して噴射される
ことで記録（液体の消費の一例）が行われる。
【００４１】
　図２に示すように、取付面１３ａにおけるタンクユニット２７を取り付ける取付位置に
は、第１取付リブ３４と第２取付リブ３５とが取付面１３ａから突出するように形成され
ている。第１取付リブ３４はタンクユニット２７の外形に沿うように形成されている。ま
た、第２取付リブ３５はスケール収容部２８の縁に沿うように形成されている。
【００４２】
　なお、第１取付リブ３４は、取付面１３ａの上端側に位置して前後方向Ｙに沿って延び
る上取付リブ部３４ａと、上取付リブ部３４ａよりも前側に位置して上下方向Ｚに沿って
延びる前取付リブ部３４ｂと、上取付リブ部３４ａの前端と前取付リブ部３４ｂの上端と
を接続する湾曲取付リブ部３４ｃとを有している。さらに、第１取付リブ３４は、上取付
リブ部３４ａよりも後側に位置して上下方向Ｚに沿って延びる後取付リブ部３４ｄと、取
付面１３ａの下端側に位置して前後方向Ｙに沿って延びる下取付リブ部３４ｅとを有して
いる。
【００４３】
　上取付リブ部３４ａは、その前側部分が後側部分に比べて下方に位置するように複数箇
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所が屈曲した形状に形成されていると共に、その後端は、第２取付リブ３５の上下方向Ｚ
に沿って延びる前側部分の上端と接続している。一方、第２取付リブ３５の上下方向Ｚに
沿って延びる後側部分の端部は、スケール収容部２８から離れて後方に延びるように且つ
後取付リブ部３４ｄの上端との間に上下方向Ｚの間隔を有するように形成されている。さ
らに、第１取付リブ３４は、後取付リブ部３４ｄの下端と下取付リブ部３４ｅの後端とが
接続しているのに対し、前取付リブ部３４ｂの下端と下取付リブ部３４ｅの前端との間に
は前後方向Ｙの間隔を有している。さらに、下取付リブ部３４ｅにおける前側位置及び後
側位置には、それぞれ下取付リブ部３４ｅの中間位置に比べて取付面１３ａから大きく突
出する補強取付リブ部３４ｆが形成されている。
【００４４】
　また、第１取付リブ３４には、固定部材の一例としてのねじ３６（図４、図２３参照）
が螺合可能な少なくとも１つ（本実施形態では５つ）のねじボス部３７が、上取付リブ部
３４ａ及び下取付リブ部３４ｅよりも取付面１３ａから突出して形成されている。すなわ
ち、ねじボス部３７は、上取付リブ部３４ａの前側位置、後側位置、及び前側位置と後側
位置の間の中間位置に形成されている。さらに、ねじボス部３７は、下取付リブ部３４ｅ
における補強取付リブ部３４ｆに形成されている。また、前取付リブ部３４ｂの後側の位
置には、取付面１３ａから突出するボス部３８が前取付リブ部３４ｂの下端との間に前後
方向Ｙの間隔を有するように形成されている。
【００４５】
　図２に示すように、取付面１３ａには、上取付リブ部３４ａに対して下側から隣接する
と共に、該上取付リブ部３４ａよりも左右方向Ｘに大きな厚みを有する吸収材３９が貼着
されている。さらに、取付面１３ａにおける上取付リブ部３４ａの前端部よりも上側の位
置には、装置本体１３の内外を連通させる略矩形状の連通孔４０が形成されている。なお
、連通孔４０には、チューブ３１が挿通される。
【００４６】
　以下、図３に示すタンクユニット２７について説明する。
　なお、タンクユニット２７における左右方向Ｘ、前後方向Ｙ、上下方向Ｚは、タンクユ
ニット２７が装置本体１３に取り付けられた状態での各方向を基準とする。すなわち、タ
ンクユニット２７は、左右方向Ｘ及び上下方向Ｚに比べて前後方向Ｙに大きな略直方体状
をなしている。
【００４７】
　さて、図３に示すように、タンクユニット２７は、保護部材の一例としてのタンクケー
ス４２と、該タンクケース４２内に収容される液体収容体の一例としてのインクタンク４
３とを備えている。タンクケース４２における前後方向Ｙ及び上下方向Ｚに沿う外面（こ
の場合、右側面）を形成する壁部には、タンクケース４２の内外を連通する略矩形状の窓
部４２ａが形成されている。したがって、インクタンク４３は、タンクケース４２内に収
容された状態において、その一部が窓部４２ａを介してタンクケース４２の外部から視認
可能である。なお、タンクケース４２における窓部４２ａの周囲は面取りがされている。
さらに、タンクユニット２７は、タンクケース４２に対して前後方向Ｙにスライド移動す
るカバー４４と、タンクケース４２内に収容されるチョークバルブ４５とを備えている。
【００４８】
　タンクケース４２の前面には凹部４６が形成され、その凹部４６内にはバルブユニット
の一例としてのチョークバルブ４５を操作するためのバルブレバー４７が設けられている
。なお、チョークバルブ４５は、ユーザーによってバルブレバー４７が手動操作されるの
に伴ってチューブ３１を押し潰し、インクタンク４３から液体噴射ヘッド３２へのインク
の供給を遮断する。
【００４９】
　次に、インクタンク４３について説明する。
　図４および図５に示すように、インクタンク４３は、一面側に開口部の一例としての収
容体開口部４８ａが設けられた有底箱状の収容体ケース４８と、薄膜部材の一例としての
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フィルム４９とを含んで構成されている。収容体ケース４８は、５面一体成形物であって
、収容体ケース４８の収容体開口部４８ａにフィルム４９が取着されることにより、イン
クを収容する液体収容室の一例としてのインク室５０と、そのインク室５０を大気に連通
させる空気室２００が形成される。
【００５０】
　インク室５０と空気室２００は、収容体ケース４８の底面に沿う方向（前後方向Ｙ）に
沿って延びるように形成された仕切り壁４８ｂにより空気室２００となる領域とインク室
５０となる領域とに仕切られている。なお、仕切り壁４８ｂは、収容体ケース４８の右側
の側壁４８ｃ（図６参照）と直交すると共に、この側壁４８ｃから収容体開口部４８ａ側
に向かって突出するように収容体ケース４８と一体成形されている。
【００５１】
　また、収容体ケース４８は、上下方向Ｚの高さ及び左右方向Ｘの奥行きに比べて前後方
向Ｙの幅が大きい、すなわち前後方向Ｙを長手方向とする略直方体状をなしており、この
収容体ケース４８の形状に合わせてフィルム４９も前後方向Ｙを長手方向とする略直方体
状で形成されている。
【００５２】
　本実施形態では、収容体開口部４８ａは収容体ケース４８の外形に沿って全周に形成さ
れたリブ形状とされ、フィルム４９はこの収容体開口部４８ａに溶着によって取着される
。また、フィルム４９は、収容体開口部４８ａと同時に、インク室５０内において左右方
向Ｘに立設された複数のリブ（例えば、交差リブ部１０１～１０３や縦リブ部１１１～１
１８など）に対しても同様に溶着されて取着される。
【００５３】
　また、収容体ケース４８は、透明もしくは半透明の樹脂製であって、インクタンク４３
の外側からインク室５０内に収容されたインク及びインクの液面５１（図６参照）が視認
可能である。そのため、インクタンク４３がタンクケース４２に装着されると、タンクケ
ース４２の窓部４２ａを介して外部からインク室５０に収容されたインクが視認可能とな
る。
【００５４】
　すなわち、図３，図６に示すように、インクタンク４３（収容体ケース４８）の右側面
において窓部４２ａと対応する領域は、右方向（一方向）を向いて形成されると共に、右
方向からインク室５０に収容されたインクの液面５１を視認可能な視認面４３ａとして機
能している。なお、視認面４３ａは、上下方向Ｚの高さに比べて前後方向Ｙの幅が大きい
。
【００５５】
　図７，図８に示すように、収容体ケース４８の上部には、インク室５０内にインクを注
入可能な液体注入口の一例としての注入口５２が形成されている。注入口５２は、収容体
ケース４８において前後方向Ｙの途中位置よりも片側（本実施形態では前側）の位置であ
って、視認面４３ａの前後方向Ｙの途中位置よりも片側（本実施形態では前側）の位置に
形成されている。さらに、注入口５２は、インク室５０の外側に向かって突出すると共に
、上下方向Ｚに対して非直交、且つ水平方向よりも上方向となる右上方向に向かって突出
する筒部５３の先端に開口するように形成されている。したがって、注入口５２の端面５
２ａは、上下方向Ｚに対して非直交である。
【００５６】
　また、筒部５３が傾く方向は、タンクユニット２７が装置本体１３に取り付けられた場
合に、筒部５３の先端（端面５２ａ）が取付面１３ａから離れる方向であって、視認面４
３ａに近づく方向である。
【００５７】
　図６，図８に示すように、収容体ケース４８の上部において注入口５２及び筒部５３が
形成される注入口形成面５４は、上下方向Ｚと交差する右上方向（一方向）を向いて形成
されている。すなわち、注入口形成面５４は、筒部５３の基端部が形成された位置よりも
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視認面４３ａ側が低い位置に位置するように上下方向Ｚに対して非直交となるように傾斜
している。
【００５８】
　なお、本実施の形態では、上下方向Ｚに対する注入口形成面５４の傾きと筒部５３の傾
きは同じである。さらに、視認面４３ａよりも上方位置であって、注入口５２と視認面４
３ａとの間となる位置には、板状の堰き止め部及び突出部の一例としての堰き止め凸部５
５が注入口形成面５４から突出形成されている。堰き止め凸部５５は、筒部５３（注入口
５２）と同じ方向に傾斜していると共に、注入口形成面５４に対して直交する。さらに、
堰き止め凸部５５は、注入口形成面５４の視認面４３ａ側となる右端よりも筒部５３に近
い位置から突出して形成されると共に、注入口形成面５４の右端は、視認面４３ａよりも
上方位置であって且つ堰き止め凸部５５と視認面４３ａとの間に位置する段差部５４ａと
なっている。
【００５９】
　なお、図８，図９に示すように、収容体ケース４８の上部において注入口５２から堰き
止め凸部５５に向かって下り斜面状に形成された注入口形成面５４は、前後方向Ｙにおけ
る両側の隣接部位に比べて上下方向Ｚで低い位置にある。すなわち、注入口形成面５４は
、その前後両側が壁に挟まれている。そのため、注入口５２からインクが漏れた場合には
、漏洩液体の一例としての漏洩インクが注入口形成面５４を伝うように流れる。したがっ
て、注入口形成面５４は、漏洩インクの流路として機能していると共に、堰き止め凸部５
５は、漏洩インクの流路上に位置している。
【００６０】
　また、注入口形成面５４には、筒部５３の左側と右側でそれぞれ左右方向Ｘに沿って延
びるリブ部５６が筒部５３を左右方向Ｘの両側から同一線上に位置して挟むように形成さ
れている。したがって、注入口形成面５４は、リブ部５６により前後に区分けされている
。
【００６１】
　さらに、図１０，図１１に示すように、堰き止め凸部５５及び段差部５４ａは、漏洩イ
ンクの流れる方向である右下方向（漏洩方向の一例）と交差する前後方向Ｙの幅が注入口
５２及び筒部５３の幅よりも大きい。
【００６２】
　図６，図７に示すように、筒部５３の先端には、注入口５２を閉塞可能な閉塞部材５８
が着脱可能に取り付けられている。なお、閉塞部材５８には、一端がタンクケース４２に
接続された繋留部５８ａの他端側が接続されている。さらに、閉塞部材５８には、上側に
摘み部５８ｂが形成されていると共に、下側に注入口５２と嵌合する円管状の嵌合部５８
ｃが形成されている。
【００６３】
　また、図１０に示すように、収容体ケース４８の前面（図１０では左側）の下方位置に
は、インク室５０に収容されたインクをチューブ３１側へ導出する液体導出口の一例とし
ての導出口５９が形成されている。導出口５９は、収容体ケース４８において前後方向Ｙ
の途中位置よりも片側（本実施形態では前側）の位置であって、視認面４３ａの前後方向
Ｙの途中位置よりも片側（本実施形態では前側）の位置に形成されている。
【００６４】
　さらに、収容体ケース４８の注入口５２が形成された上面には、インク室５０内に空気
を取り入れて大気開放するための大気開放口６０が形成されている。収容体ケース４８に
は、タンクケース４２に固着される際に取り付けられる取付ねじ６１（図５参照）を係止
する少なくとも１つ（本実施形態では２つ）のタンク係止部６２が形成されている。また
、収容体ケース４８の右側面には、少なくとも１つ（本実施形態では２つ）の位置決め部
の一例としての位置決め凹部６３ａ，６３ｂが形成されている。なお、位置決め凹部６３
ａ，６３ｂのうち、一方の（本実施形態では前側に位置する）位置決め凹部６３ａは、前
後方向Ｙに長い長穴状に形成されている。
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【００６５】
　また、視認面４３ａにおける前側位置には、目盛の一例としての下限目盛６４ａと目盛
の一例としての上限目盛６４ｂとが突出形成されている。下限目盛６４ａと上限目盛６４
ｂは、視認面４３ａにおける前後方向Ｙの途中位置よりも片側（本実施形態では前側）に
形成されている。ところで、窓部４２ａは、上限目盛６４ｂを隠蔽しないために、前側に
おける上下方向Ｚの幅が後側における上下方向Ｚの幅に比べて大きい（図３参照）。した
がって、窓部４２ａと同様に視認面４３ａも前側の上下方向Ｚの幅が後側における上下方
向Ｚの幅に比べて大きい。
【００６６】
　下限目盛６４ａは、前後方向Ｙの途中位置よりも導出口５９側であって、且つ導出口５
９よりも上方位置に形成されている。一方、上限目盛６４ｂは、前後方向Ｙの途中位置よ
りも注入口５２側であって、且つ注入口５２及び大気開放口６０よりも下方位置に形成さ
れている。なお、導出口５９と注入口５２は、前後方向Ｙにおいて同じ側（前側）に形成
されている。そのため、下限目盛６４ａは、前後方向Ｙの途中位置よりも注入口５２側で
あって、注入口５２及び上限目盛６４ｂよりも下方位置に形成されている。したがって、
視認面４３ａには、前後方向Ｙの同じ側に上下方向Ｚに間隔を有して複数の目盛が形成さ
れている。
【００６７】
　なお、下限目盛６４ａは、インク室５０へインクを注入する目安となる下限量を示す目
盛である。また、上限目盛６４ｂは、注入口５２から注入されてインク室５０内に収容さ
れるインクの上限量を示す目盛である。
【００６８】
　図１２および図１３に示すように、フィルム４９は、収容体ケース４８に取着された状
態において収容体開口部４８ａの開口領域外、すなわち左右方向Ｘ視で収容体ケース４８
の外側に位置する領域外部位４９ａ，４９ｂ，４９ｃ，４９ｄを有するとともに、領域外
部位４９ａと領域外部位４９ｃとに、それぞれ貫通孔４９Ｈが設けられている。本実施形
態では、収容体開口部４８ａに対して上下方向Ｚの両側にフィルム４９の領域外部位４９
ａ，４９ｂがそれぞれ形成され、収容体開口部４８ａに対して前後方向Ｙの両側にフィル
ム４９の領域外部位４９ｃ，４９ｄがそれぞれ形成されている。また形成された領域外部
位４９ａ，４９ｃにおいて設けられる貫通孔４９Ｈは、それぞれ丸孔とされるとともに、
インクタンク４３の長手方向（前後方向Ｙ）において互いに離れた少なくとも２位置に設
けられる。ちなみに、本実施形態では、貫通孔４９Ｈは、収容体ケース４８の略対角位置
となる位置にそれぞれ一つ、すなわち２位置に設けられている。
【００６９】
　図１４および図１５に示すように、装置本体１３への取り付け側となる左側にケース開
口部４２ｂを有するタンクケース４２は５面一体成型物であり、前後方向Ｙ及び上下方向
Ｚにおいて、ケース開口部４２ｂが収容体ケース４８よりも大きく形成されている。した
がって、タンクケース４２は、収容体ケース４８を収容体開口部４８ａとは反対側から囲
んだ状態で覆う構成とされている。この点で、タンクケース４２は収容体ケース４８を保
護する保護部材の一例として機能する。
【００７０】
　また、収容体ケース４８とタンクケース４２との間には上下方向Ｚの両側および前後方
向の両側において隙間が設けられる。この隙間には、フィルム４９の領域外部位４９ａ，
４９ｂ，４９ｃ，４９ｄがそれぞれ収納可能とされている。
【００７１】
　すなわち、図１４および図１６に示すように、フィルム４９に形成された領域外部位４
９ａ，４９ｂは、収容体ケース４８とタンクケース４２との間に形成された上下方向Ｚの
隙間内に位置する。また、領域外部位４９ｃは、収容体ケース４８とタンクケース４２と
の間に形成された前後方向Ｙのうちの前側の隙間内に位置する。
【００７２】
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　一方、フィルム４９に形成された領域外部位４９ｄは、図１４に示すようにタンクケー
ス４２から外側（後方側）にはみ出す形状とされている。このはみ出し部分は、図１６に
示すようにタンクケース４２と収容体ケース４８との間における隙間として形成される溝
部４２Ｍに対して挿入されることによって、この溝部４２Ｍ内に折り込まれた状態で収納
される。すなわち、溝部４２Ｍは、前後方向Ｙに所定幅を有し、上下方向Ｚに所定長を有
するとともに、左右方向Ｘに所定長で凹んだ凹空間であって、領域外部位４９ｄが折り込
み収納可能な空間として形成されている。
【００７３】
　ところで、図１５に示すように、タンクケース４２における窓部４２ａが形成された右
側の壁部の内側であって、且つインクタンク４３のタンク係止部６２と対応する位置には
、取付ねじ６１（図５参照）を螺合可能な少なくとも１つ（本実施形態では２つ）の螺合
部６６が形成されている。さらに、インクタンク４３の位置決め凹部６３ａ，６３ｂと対
応する位置には、位置決め部の一例としての位置決め凸部６７ａ，６７ｂが少なくとも１
つ（本実施形態では２つ）形成されている。
【００７４】
　また、タンクケース４２には、該タンクケース４２を装置本体１３に固着する際に挿通
されるねじ３６（図２３参照）を係止する係止部の一例としてのケース係止部６８ａ～６
８ｅが、少なくとも１つ（本実施形態では５つ）形成されている。すなわち、第１～第５
の各ケース係止部６８ａ～６８ｅは、取付面１３ａに形成されたねじボス部３７と対応し
て形成されている。また、タンクケース４２における装置本体１３のボス部３８と対応す
る位置には、ボス部３８と係合可能な係合部６９が形成されている。
【００７５】
　したがって、図１６に示すように、本実施形態では、フィルム４９に形成された領域外
部位４９ａ，４９ｂ，４９ｃは、タンクユニット２７を装置本体１３に取り付ける際の妨
げにならない形状とされている。すなわち、インクタンク４３（収容体ケース４８）をタ
ンクケース４２に取り付けるための螺合部６６、およびタンクケース４２を装置本体１３
に固着するためのケース係止部６８ａ～６８ｅとは、固定部材（ねじ）が挿入される方向
つまり左右方向Ｘ視で重ならないように切り欠かれた形状とされている。これによって、
フィルム４９は固定部材（ねじ）による固定作業の妨げにならない形状とされている。
【００７６】
　ここで、図１３を参照して、本実施形態のインクタンク４３の製造方法、すなわち、収
容体ケース４８の収容体開口部４８ａにフィルム４９を取着してインクタンク４３を製造
する工程について説明する。なお、本実施形態では、フィルム４９は、超音波や熱などを
利用した不図示の溶着装置によって、収容体開口部４８ａ（およびインク室５０内に形成
された縦リブ部１１１～１１８など）に対して取着されるものとして説明する。
【００７７】
　まず、最初の工程で、フィルム４９は、不図示の保持具（例えば吸着パッド）によって
吸着されて保持される。このとき、フィルム４９は、図１３において網掛け部分で示すよ
うに領域外部位４９ａ，４９ｂ，４９ｃ，４９ｄがそれぞれ吸着されることによって、フ
ィルム４９の全体領域が吸着される。また長手方向において互いに離れた２位置のそれぞ
れ設けられた２つの貫通孔４９Ｈに対して、保持具が備える位置決め部材の一例としての
ピンが挿入される。この２つの貫通孔４９Ｈは、収容体開口部４８ａの略対角位置でもあ
るフィルム４９の略対角位置に設けられるので、フィルム４９は回転が抑制された安定し
た姿勢で保持具に吸着されて保持される。
【００７８】
　次の工程で、保持具は、吸着により保持したフィルム４９を、所定の載置台上に収容体
開口部４８ａを上向きにして載置されている収容体ケース４８の収容体開口部４８ａと上
下方向で対向する位置まで移動させる。この移動において、フィルム４９は２つの貫通孔
４９Ｈにピンが挿入されているため、フィルム４９の厚さ方向の軸線を中心とする回転を
伴った位置ずれが生じることなく移動する。
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【００７９】
　そして次の工程では、収容体開口部４８ａと対向する位置まで移動させられたフィルム
４９を、貫通孔４９Ｈに挿入されたピンを基準にして収容体開口部４８ａに対する位置決
めを行いながら、保持具に保持された状態から収容体開口部４８ａを塞いだ状態に移行さ
せる。具体的には、収容体ケース４８が載置された載置台に設けられた凹部などの係合部
にピンが挿入されることによって、収容体ケース４８（収容体開口部４８ａ）とフィルム
４９とが位置合わせされた状態となる。これと並行して、保持具の吸着が停止するととも
に載置台において領域外部位４９ａ，４９ｂ，４９ｃ，４９ｄの吸着が新たな吸着パッド
（不図示）で行われることによって、フィルム４９は載置台側に吸着され、収容体開口部
４８ａを塞いだ状態に移行する。
【００８０】
　次に、収容体開口部４８ａを塞いだ状態のフィルム４９を収容体開口部４８ａに取着さ
せる。本実施形態では、溶着治具（例えば溶着ヘッド）が、フィルム４９に対して載置台
に載置された収容体ケース４８と反対側から当接して、フィルム４９を収容体開口部４８
ａに溶着させて取着させる。もとより、この収容体開口部４８ａとの溶着において、フィ
ルム４９はインク室５０内の各リブ（例えば、図５に示す交差リブ部１０１～１０３や縦
リブ部１１１～１１８）とも溶着される。
【００８１】
　ところで、図１３において二点鎖線で示すように、領域外部位４９ａ，４９ｂ，４９ｃ
のうち、例えば、吸着代となるフィルム４９の領域外部位４９ａの収容体開口部４８ａか
らのはみ出し幅を、吸着性を高めるために広くする場合がある。このような場合、領域外
部位４９ａは、タンクケース４２が装置本体１３に固着された状態において、タンクケー
ス４２の外側にはみ出ることがある。そこで、本実施形態において、領域外部位４９ｄと
同様に、フィルム４９の領域外部位４９ａを、インクタンク４３とタンクケース４２との
間に設けられた隙間に折り込んで収納する（図１６参照）。したがって、このような場合
は、本実施形態において、インクタンク４３とタンクケース４２との間に、領域外部位４
９ａを折り込んで収納できる隙間が設けられる。なお、領域外部位４９ｂ，４９ｃについ
ても同様である。
【００８２】
　次に、インク室５０の内部構造を説明する。
　図５に示すように、インク室５０は、その長手方向（前後方向Ｙ）に沿う一面側（図５
では下面側）が底部になっている。インク室５０の底部には、基底面５０ａと、基底面５
０ａよりも高くなるように段差を有して基底面５０ａと前後方向Ｙに並ぶ段差底面５０ｂ
と、上端側が段差底面５０ｂと交差する一方で下端側が基底面５０ａと交差する段差側面
５０ｃとが設けられている。
【００８３】
　基底面５０ａは段差底面５０ｂよりも前後方向Ｙにおける長さが短くなっているととも
に、基底面５０ａ及び段差側面５０ｃは底部の前後方向Ｙにおける第１端側（本実施形態
では前端側）に設けられている。また、段差側面５０ｃの上下方向Ｚにおける長さは、前
後方向Ｙにおける基底面５０ａの長さ及び前後方向Ｙにおける段差底面５０ｂの長さより
も短くなっている。
【００８４】
　インク室５０の底部において、基底面５０ａの前後方向Ｙにおける端部側（前端側）で
あって、短手方向（左右方向Ｘ）における端部側（図５における左斜め手前側）となる位
置には、基底面５０ａに開口する集液用凹部５０ｄが凹設されている。なお、集液用凹部
５０ｄの開口部は、前後方向Ｙ及び左右方向Ｘにおける長さが基底面５０ａよりも短くな
っている。また、インクタンク４３に設けられた導出口５９は、集液用凹部５０ｄの内側
面と対応する位置であって、基底面５０ａの前後方向Ｙにおける第１端側（前端側）とな
る位置に設けられている。
【００８５】
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　基底面５０ａは、左右方向Ｘにおいて導出口５９側となる端部側（図５における左斜め
手前側）が低くなるように傾斜している。また、基底面５０ａの上方には、インク室５０
にインクを注入するための注入口５２が配置されている。
【００８６】
　図５，図１３に示すように、インク室５０内には、注入口５２よりも下側に位置する基
底面５０ａと交差する少なくとも１つ、もしくは少なくとも２つ、（本実施形態では３つ
）の交差リブ部１０１～１０３が設けられている。交差リブ部１０１～１０３は、前後方
向Ｙ（第１方向の一例）に距離をおいて基底面５０ａから上方に向かって突出している。
また、交差リブ部１０１～１０３は、左右方向Ｘ（第２方向の一例）に沿って延びるよう
に設けられている。なお、本実施形態における前後方向Ｙは、重力方向と交差しつつ注入
口５２から離れる方向に沿う方向であって、インク室５０の長手方向である。さらに、左
右方向Ｘは、重力方向と前後方向Ｙの双方向に対して直交する方向である。
【００８７】
　また、本実施形態では、交差リブ部１０１～１０３のうち第１交差リブ部１０１と第２
交差リブ部１０２が、前後方向Ｙにおいて注入口５２よりも導出口５９と側に形成されて
いる。すなわち、第１交差リブ部１０１と第２交差リブ部１０２は、前後方向Ｙにおいて
注入口５２と導出口５９との間の位置に形成され、第２リブの一例として機能している。
また、第１交差リブ部１０１と第２交差リブ部１０２は、第１交差リブ部１０１が第２交
差リブ部１０２よりも注入口５２から離れた位置に位置し、第２交差リブ部１０２が第１
交差リブ部１０１に比べて注入口５２側に位置している。そして、第１交差リブ部１０１
と第２交差リブ部１０２は、インク室５０における基底面５０ａ側の部分を導出口５９側
（前側）の第１領域と、前後方向Ｙにおいて前側の領域とは反対側の第２領域とに仕切る
。
【００８８】
　交差リブ部１０１～１０３は、基底面５０ａからの上方への突出高さが互いに異なる。
すなわち、交差リブ部１０１～１０３のうち、前後方向Ｙにおいて注入口５２から離れて
最も導出口５９側に位置する第１交差リブ部１０１の突出高さは、第２交差リブ部１０２
及び第３交差リブ部１０３の突出高さに比べて大きい。さらに、第２交差リブ部１０２の
突出高さは、第２交差リブ部１０２よりも前後方向Ｙにおいて導出口５９から離れた（後
側の）位置に位置する第３交差リブ部１０３の突出高さよりも大きい。換言すると、交差
リブ部１０１～１０３は、導出口５９から離れるにつれて徐々に高さが低くなる。したが
って、注入口５２が配置されたインク室５０の上面５０ｅと交差リブ部１０１～１０３と
の間隔はそれぞれ異なる。具体的には、第２交差リブ部１０２と上面５０ｅとの間隔が、
第１交差リブ部１０１と上面５０ｅとの間隔よりも広く、第３交差リブ部１０３と上面５
０ｅとの間隔よりも狭い。
【００８９】
　なお、インク室５０の底面の一例としての基底面５０ａ及び段差底面５０ｂは、注入口
５２よりも下側に位置している。そして、インク室５０の上面５０ｅは、下側を向く面で
あって、且つ基底面５０ａ及び段差底面５０ｂより上側に位置する面である。すなわち、
本実施形態では、上面５０ｅに注入口５２が形成されていると共に、仕切り壁４８ｂの下
側の面が上面５０ｅとなる。
【００９０】
　また、各交差リブ部１０１～１０３には、導出口５９とは反対側（後側）に延出した延
出部の一例としての第１延出部１０４が形成されている。なお、第１延出部１０４は、収
容体ケース４８の収容体開口部４８ａ側からインク室５０の右側面５０ｆ側に向かって前
後方向Ｙの幅が徐々に広くなるように上面視で略直角三角形状となるように右側面５０ｆ
と直交して形成されている。なお、右側面５０ｆは、前後方向Ｙに沿って延びると共に、
上下方向Ｚに沿って延びる面である。
【００９１】
　すなわち、交差リブ部１０１～１０３と第１延出部１０４は、収容体ケース４８の右側
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面５０ｆと直交すると共に、右側面５０ｆ側から収容体開口部４８ａ側に向かって突出す
るように収容体ケース４８と一体成型されている。換言すると、交差リブ部１０１～１０
３と第１延出部１０４は、インク室５０の右側面５０ｆから突出形成されている。
【００９２】
　さらに、左右方向Ｘにおいて交差リブ部１０１～１０３の幅は、収容体ケース４８の内
側の面となる右側面５０ｆから収容体開口部４８ａまでの幅と略等しい。すなわち、交差
リブ部１０１～１０３は、インク室５０において、左右方向Ｘに亘って形成されている。
そのため、収容体開口部４８ａにフィルム４９が接着されると、交差リブ部１０１～１０
３の左端となる接着面１０１ａ～１０３ａにもフィルム４９が接着される。また、各交差
リブ部１０１～１０３の下端は、接着面１０１ａ～１０３ａから右側面５０ｆ側に向かっ
て凹み形成されている。したがって、交差リブ部１０１～１０３にフィルム４９が接着さ
れると、交差リブ部１０１～１０３の凹み形成された部分が第１連通部１０５として機能
する。すなわち、第１連通部１０５は、基底面５０ａと交差リブ部１０１～１０３の各々
との間に設けられている。
【００９３】
　また、各交差リブ部１０１～１０３は、上面５０ｅから離間して形成されている。した
がって、フィルム４９が接着されると、各交差リブ部１０１～１０３の上側が第２連通部
１０６として機能する。すなわち、第２連通部１０６は、上面５０ｅと交差リブ部１０１
～１３の各々の間に設けられている。また、交差リブ部１０１～１０３は、上下方向Ｚの
異なる位置に複数（本実施形態では２つ）の連通部１０５，１０６を有している。また、
第１交差リブ部１０１と第２交差リブ部１０２では、基底面５０ａからの突出高さが異な
るため、第１交差リブ部１０１と第２交差リブ部１０２の各々の上面５０ｅからの高さが
互いに異なる。そのため、第１交差リブ部１０１と第２交差リブ部１０２の連通部１０６
は、上下方向Ｚで異なる位置に設けられている。そして、各交差リブ部１０１～１０３に
よって前後方向Ｙに仕切られた領域は、連通部１０５，１０６を介して連通する。
【００９４】
　また、インク室５０内において、注入口５２よりも後側位置には、少なくとも２つ、も
しくは３つ以上（本実施形態では８つ）の第１リブの一例としての縦リブ部１１１～１１
８が形成されている。すなわち、縦リブ部１１１～１１８は、前後方向Ｙにおいて注入口
５２から見て導出口５９とは反対側（後側）の位置に、左右方向Ｘに沿って延びるように
設けられている。さらに、縦リブ部１１１～１１８は、段差底面５０ｂと交差する方向で
ある上下方向Ｚに沿って延びると共に、前後方向Ｙに距離をおいて形成されている。
【００９５】
　縦リブ部１１１～１１８は、上下方向Ｚにおいて段差底面５０ｂ及び仕切り壁４８ｂと
隙間を有すると共に、前後方向Ｙにおいてインク室５０の後側面５０ｇと隙間を有して形
成されている。すなわち、縦リブ部１１１～１１８は、少なくとも一部が上下方向Ｚにお
いて上面５０ｅと段差底面５０ｂとの間に位置している。
【００９６】
　また、縦リブ部１１１～１１８は、段差底面５０ｂから離間するように上方に距離を置
いて位置している。さらに、縦リブ部１１１～１１８は、仕切り壁４８ｂから離間するよ
うに下方に距離を置いて位置している。なお、縦リブ部１１１～１１８の前後両側には、
収容体ケース４８の収容体開口部４８ａ側から右側面５０ｆ側（右方）に向かって前後方
向Ｙの幅が徐々に広くなるように上面視で略直角三角形状をなす第２延出部１１９が右側
面５０ｆと直交して形成されている。
【００９７】
　さらに、第２縦リブ部１１２と第３縦リブ部１１３との間と、第５縦リブ部１１５と第
６縦リブ部１１６との間には、段差底面５０ｂから上方に向かって突出する補強リブ部の
一例としての第１突出部１２１が形成されている。さらに、第１突出部１２１の上方位置
には、仕切り壁４８ｂから下方に向かって突出する第２突出部１２２が形成されている。
突出部１２１，１２２は、右側面５０ｆから収容体開口部４８ａ側（左方）に向かって徐
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々に上下方向Ｚの幅が狭くなるように正面視で略直角三角形状をなしている。
【００９８】
　これら縦リブ部１１１～１１８と第２延出部１１９、及び突出部１２１，１２２は、右
側面５０ｆと直交すると共に、右側面５０ｆ側から収容体開口部４８ａ側に向かって突出
するように収容体ケース４８と一体成型されている。換言すると、縦リブ部１１１～１１
８と第２延出部１１９、及び突出部１２１，１２２は、右側面５０ｆから突出形成されて
いる。
【００９９】
　さらに、左右方向Ｘにおいて縦リブ部１１１～１１８の幅は、右側面５０ｆから収容体
開口部４８ａまでの幅と略等しい。すなわち、縦リブ部１１１～１１８は、インク室５０
内において左右方向Ｘに亘って形成されている。そのため、収容体開口部４８ａにフィル
ム４９が接着されると、縦リブ部１１１～１１８の左端となる接着面１１１ａ～１１８ａ
にもフィルム４９が接着される。そのため、縦リブ部１１１～１１８にフィルム４９が接
着されると、各縦リブ部１１１～１１８によって前後方向Ｙに仕切られた領域は、縦リブ
部１１１～１１８と段差底面５０ｂとの間の隙間、及び縦リブ部１１１～１１８と仕切り
壁４８ｂとの間の隙間を介して連通する。
【０１００】
　次に、空気室２００について説明する。
　図５及び図１３等に示すように、空気室２００は、インクタンク４３におけるインク室
５０と大気開放口６０との間に介在し、インクタンク４３が記録装置１２に固定された使
用時の姿勢状態（図３～図７に示す姿勢状態）においては、仕切り壁４８ｂを境にして、
インク室５０よりも上方に位置する配置構成とされている。また、空気室２００は、壁面
が左右方向Ｘに沿う区画壁２０１～２０９により前後方向Ｙにおいて隣り合うように区画
された複数（本実施形態では１０室）の空気小室２００ａ～２００ｊを含んで構成されて
いる。
【０１０１】
　複数の空気小室２００ａ～２００ｊのうち最も後側（図５及び図１３では最も左側）の
第１空気小室２００ａは、その室の底壁でもある仕切り壁４８ｂに上下方向Ｚへ貫通形成
された連通口２１０を介してインク室５０と連通している。一方、各空気小室２００ａ～
２００ｊのうち最も前側（図５及び図１３では最も右側）の第１０空気小室２００ｊは、
その室の上壁でもある収容体ケース４８の上壁に形成された大気開放口６０を介して大気
に連通している。
【０１０２】
　なお、各区画壁２０１～２０９のうち最も後側に位置する第１区画壁２０１は、第１空
気小室２００ａとその１つ前側の第２空気小室２００ｂとを区画し、その第２空気小室２
００ｂに前側から面する第２区画壁２０２は、第２空気小室２００ｂとその１つ前側の第
３空気小室２００ｃとを区画している。以下同様に、第３区画壁２０３から第８区画壁２
０８までの各区画壁２０３～２０８は、それぞれの前後に位置する空気小室同士（例えば
空気小室２００ｃと空気小室２００ｄ、空気小室２００ｄと空気小室２００ｅ等）を区画
している。そして、最も前側に位置する第９区画壁２０９が、最も前側の第１０空気小室
２００ｊとその１つ後ろの第９空気小室２００ｉとを区画している。
【０１０３】
　また、各区画壁２０１～２０９により区画されて前後方向Ｙへ直列に並ぶ第１空気小室
２００ａから第１０空気小室２００ｊまでの各空気小室２００ａ～２００ｊは、前後方向
Ｙで隣り合う空気小室同士（例えば空気小室２００ａと空気小室２００ｂ、空気小室２０
０ｂと空気小室２００ｃなど）が互いに通気可能に連通している。
【０１０４】
　そこで、各空気小室２００ａ～２００ｊ間の連通構成について以下説明する。
　図１３に示すように、第１空気小室２００ａの内面における第１区画壁２０１以外の面
部位（図１３では第１空気小室２００ａの内奥側の面部位）には、第１区画壁２０１にお
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ける第１空気小室２００ａに面する壁面の面積よりも開口面積が小さい第１開口２１１が
収容体ケース４８の収容体開口部４８ａとは反対側の側壁４８ｃに貫通形成されている。
また同様に、第２空気小室２００ｂの内面における第１区画壁２０１以外の面部位（図１
３では第２空気小室２００ｂの内奥側の面部位）には、第１区画壁２０１における第２空
気小室２００ｂに面する壁面の面積よりも開口面積が小さい第２開口２１２が収容体ケー
ス４８の側壁４８ｃを貫通するように形成されている。
【０１０５】
　なお、第１開口２１１及び第２開口２１２は、上下方向Ｚにおける仕切り壁４８ｂから
第１開口２１１への距離と仕切り壁４８ｂから第２開口２１２への距離が等しくなる位置
に形成されている。因みに、本実施形態では、第１空気小室２００ａ及び第２空気小室２
００ｂの内奥側の面部位における仕切り壁４８ｂの付近であって第１区画壁２０１の壁面
付近となる隅角の各位置に第１開口２１１及び第２開口２１２はそれぞれ形成されている
。すなわち、第１開口２１１及び第２開口２１２は第１区画壁２０１を基準にして線対称
となる各位置にそれぞれ形成されている。
【０１０６】
　同様に、図１３に示すように、第３空気小室２００ｃの内奥側の面部位及び第４空気小
室２００ｄの内奥側の面部位には、両空気小室２００ｃ，２００ｄ間の第３区画壁２０３
における壁面の面積よりも開口面積が小さい第１開口２１１及び第２開口２１２が収容体
ケース４８の側壁４８ｃに貫通形成されている。なお、この場合の第１開口２１１と第２
開口２１２も、仕切り壁４８ｂの付近であって第３区画壁２０３の壁面付近となる隅角の
各位置、すなわち第３区画壁２０３を基準にして線対称となる各位置にそれぞれ形成され
ている。
【０１０７】
　また同様に、図１３に示すように、第５空気小室２００ｅの内奥側の面部位及び第６空
気小室２００ｆの内奥側の面部位にも、両空気小室２００ｅ，２００ｆ間の第５区画壁２
０５における壁面の面積よりも開口面積が小さい第１開口２１１及び第２開口２１２が収
容体ケース４８の側壁４８ｃに貫通形成されている。なお、この場合の第１開口２１１と
第２開口２１２も、仕切り壁４８ｂの付近であって第５区画壁２０５の壁面付近となる隅
角の各位置、すなわち第５区画壁２０５を基準にして線対称となる各位置にそれぞれ形成
されている。
【０１０８】
　その一方、図１０に示すように、インクタンク４３の収容体ケース４８において、その
側壁４８ｃにおける収容体開口部４８ａ側とは反対側となる外側面（本実施形態では右側
面）には、一端側が第１開口２１１に連通すると共に他端側が第２開口２１２に連通する
蛇行した長溝部２１３ａ～２１３ｃが形成されている。本実施形態の場合、収容体ケース
４８の側壁４８ｃの外側面における上部で最も後側となる領域に、第１空気小室２００ａ
に連通する第１開口２１１と第２空気小室２００ｂに連通する第２開口２１２との間を接
続する第１長溝部２１３ａが形成されている。
【０１０９】
　そして、その第１長溝部２１３ａの形成領域の前側に隣り合う領域に、第３空気小室２
００ｃに連通する第１開口２１１と第４空気小室２００ｄに連通する第２開口２１２との
間を接続する第２長溝部２１３ｂが形成されている。また、その第２長溝部２１３ｂの形
成領域の前側に隣り合う領域に、第５空気小室２００ｅに連通する第１開口２１１と第６
空気小室２００ｆに連通する第２開口２１２との間を接続する第３長溝部２１３ｃが形成
されている。
【０１１０】
　そして、これら３つの長溝部２１３ａ～２１３ｃの形成領域を被覆するように、収容体
ケース４８の側壁４８ｃの外側面には、各長溝部２１３ａ～２１３ｃを覆うよう配置され
る被覆部材の一例としてのフィルム２１４が接着（例えば熱溶着）されている。その結果
、収容体ケース４８の側壁４８ｃの外側面側には、第１、第３、第５の各区画壁２０１，
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２０３，２０５の壁面の面積よりも流路断面積がそれぞれ小さい３つの連通路２２１，２
２３，２２５が、３つの長溝部２１３ａ～２１３ｃとそれらを被覆するフィルム２１４と
の間に形成される。
【０１１１】
　なお、これら３つの連通路２２１，２２３，２２５は、蛇行した長溝部２１３ａ～２１
３ｃに沿って形成されるため、各連通路２２１，２２３，２２５が個々に連通させている
空気小室（例えば空気小室２００ａと空気小室２００ｂ）同士の間の距離よりも長い距離
で第１開口２１１と第２開口２１２との間を接続している。また、図１０及び図１３から
理解されるように、これら３つの連通路２２１，２２３，２２５は、第１開口２１１及び
第２開口２１２よりも仕切り壁４８ｂから上方に離間した流路部分（図１０では各長溝部
２１３ａ～２１３ｃにおける最も上方位置で水平方向に延びる溝の部分）２２１ａ，２２
３ａ，２２５ａを有している。すなわち、仕切り壁４８ｂから連通路２２１，２２３，２
２５の少なくとも一部（一例として上記の流路部分２２１ａ，２２３ａ，２２５ａ）への
距離は、仕切り壁４８ｂから第１開口２１１への距離よりも大きい。
【０１１２】
　また、図５及び図１３に示すように、各区画壁２０１～２０９のうちで、第２区画壁２
０２、第４区画壁２０４、第６区画壁２０６、及び第７区画壁２０７には、それらの区画
壁２０２，２０４，２０６，２０７を前後方向Ｙに貫通する連通路２２２，２２４，２２
６，２２７が形成されている。具体的には、それらの区画壁２０２，２０４，２０６，２
０７は壁面の形状が矩形状をなしており、その矩形状の壁面において収容体ケース４８の
収容体開口部４８ａ側であって仕切り壁４８ｂ側となる角部に矩形の切り欠き形状をなす
ように各連通路２２２，２２４，２２６，２２７は形成されている。そして、これらの各
連通路２２２，２２４，２２６，２２７を介して、それらの連通路２２２，２２４，２２
６，２２７が形成された区画壁２０２，２０４，２０６，２０７の前後方向Ｙで隣り合う
空気小室同士、例えば第７空気小室２００ｇと第８空気小室２００ｈなどが互いに通気可
能に連通している。
【０１１３】
　また、図８，図９及び図１１に示すように、収容体ケース４８の大気開放口６０が形成
された上面において第８空気小室２００ｈと第９空気小室２００ｉとに前後方向Ｙで跨る
位置には、左右方向Ｘの幅が狭い直線状の細溝２１５が前後方向Ｙに延びるように形成さ
れている。そして、この細溝２１５内において、第８空気小室２００ｈの上側位置となる
一端部には第８空気小室２００ｈに連通する通孔２１６ａが上下方向Ｚに貫通形成される
と共に、第９空気小室２００ｉの上側位置となる他端部には第９空気小室２００ｉに連通
する通孔２１６ｂが上下方向Ｚに貫通形成されている。
【０１１４】
　また、同じく収容体ケース４８の上面において、左右方向Ｘで細溝２１５の側方（本実
施形態では左方）となる位置には、上からの平面視で矩形状をなす凹溝２１７が形成され
ている。なお、この凹溝２１７内には、空気などの気体は透過させるがインクや水などの
液体の透過は規制するフィルター（図示略）が配設される。そして、この凹溝２１７内に
おいて第９空気小室２００ｉの上側位置となる一つの隅角部には第９空気小室２００ｉに
連通する通孔２１８ａが上下方向Ｚに貫通形成されている。
【０１１５】
　また、同じく収容体ケース４８の上面において、細溝２１５の延長線上で第１０空気小
室２００ｊの上側となる位置には、第１０空気小室２００ｊに連通する通孔２１８ｂが上
下方向Ｚに貫通形成されている。また、同じく収容体ケース４８の上面において、前後方
向Ｙで凹溝２１７の側方（本実施形態では前方側）となる位置には、通孔２１８ａが形成
された凹溝２１７内と通孔２１８ｂとの間を接続する蛇行状の細溝２１９が形成されてい
る。なお、各通孔２１６ａ，２１６ｂ，２１８ａ，２１８ｂの開口面積は、第１開口２１
１及び第２開口２１２の開口面積と同じであり、各細溝２１５，２１９の溝幅は各長溝部
２１３ａ～２１３ｃの溝幅と同じである。
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【０１１６】
　そして、図１１に示すように、収容体ケース４８の上面には、各細溝２１５，２１９と
凹溝２１７を覆うよう配置される被覆部材の一例としてのフィルム２２０が接着（例えば
熱溶着）されている。その結果、収容体ケース４８の上面には、第８及び第９の各区画壁
２０８，２０９の壁面の面積よりも流路断面積がそれぞれ小さい２つの連通路２２８，２
２９が、２つの細溝２１５，２１９と凹溝２１７及びそれらを被覆するフィルム２２０と
の間に形成される。したがって、空気室２００を構成する各空気小室２００ａ～２００ｊ
間は、以上のような各連通路２２１～２２９を介して通気可能に連通している。
【０１１７】
　次に、チョークバルブ４５について説明する。
　図１５及び図１６に示すように、チョークバルブ４５は、タンクケース４２の内側面に
おけるインクタンク４３の前方となる面部位から上下左右に間隔をおいて突設された略Ｌ
字状をなす４つの固定リブ３０１によって囲まれる内側部分に配置されている。そのため
、チョークバルブ４５は、インクタンク４３の前面４３ｂとタンクケース４２との間に配
置されている。この場合、インクタンク４３の前面４３ｂは、インクタンク４３における
底面４３ｃ（図１０参照）及び該底面４３ｃと対向する天面４３ｄを除く側面の一部を構
成している。また、インクタンク４３の前面４３ｂは、インクタンク４３の側面のうち最
も幅の狭い面部位となっている。そして、チョークバルブ４５は、これらの固定リブ３０
１によって上下左右に位置決めされている。また、チョークバルブ４５には、インクタン
ク４３から延びるチューブ３１が挿通されている。そして、チョークバルブ４５は、チュ
ーブ３１を通じたインクの流動を許容する開弁状態と、チューブ３１を通じたインクの流
動を規制する閉弁状態との間で切り替え可能に構成されている。
【０１１８】
　図１７に示すように、チョークバルブ４５の外装を構成するケース３０２は、一面側が
開口した略矩形箱状をなす一対のケースユニット３０３，３０４が互いの開口端同士を左
右方向Ｘに重ね合わせるようにして連結されることにより中空の箱体状に構成されている
。この場合、両ケースユニット３０３，３０４の開口端は、前後方向Ｙが長手方向とされ
ると共に、上下方向Ｚが短手方向とされている。
【０１１９】
　図１８及び図１９に示すように、一対のケースユニット３０３，３０４のうち、左側の
ケースユニット３０３における上下両側の壁部３０３ａ，３０３ｂには、ケースユニット
３０３の開口端から左方に凹設された凹部３０５がそれぞれ形成されている。これらの凹
部３０５は、ケースユニット３０３の両壁部３０３ａ，３０３ｂのうち、ケースユニット
３０３の開口端の長手方向の中央よりも前方寄りの位置にそれぞれ形成されている。各凹
部３０５は、平面視において同一の位置に配置されており、上下方向Ｚに互いに対向して
配置されている。そして、両ケースユニット３０３，３０４が連結されてケース３０２を
構成した場合に、各凹部３０５はケース３０２の内外を連通させている。そして、各凹部
３０５には、ケース３０２の内外を上下方向Ｚに貫通するようにチューブ３１が挿通可能
とされている。
【０１２０】
　ケースユニット３０３における上下両側の壁部３０３ａ，３０３ｂの内側面には凹溝３
０７ａ，３０７ｂが形成されている。凹溝３０７ａ，３０７ｂは、ケースユニット３０３
の開口端における長手方向の中央位置に配置されている。また、凹溝３０７ａ，３０７ｂ
は、ケースユニット３０３の開口端からケースユニット３０３の内奥側に向けて延びてい
る。
【０１２１】
　ケースユニット３０３における前後両側の壁部３０３ｃ，３０３ｄの内側面には凹溝３
０７ｃ，３０７ｄが形成されている。凹溝３０７ｃ，３０７ｄは、ケースユニット３０３
の開口端における短手方向の中央位置に配置されている。また、凹溝３０７ｃ，３０７ｄ
は、ケースユニット３０３の開口端からケースユニット３０３の内奥側に向けて延びてい
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る。
【０１２２】
　ケースユニット３０３の内側には、ケースユニット３０３の右側の開口を通じて変位部
材の一例としてのスライダー３１０が収容されている。スライダー３１０は、前後方向Ｙ
に長く延びる横長の略Ｕ字状をなす基体３１１を有している。基体３１１の前後方向Ｙの
両端部は、四角柱状をなす突起部３１２ａ，３１２ｂとなっている。また、基体３１１の
前後方向Ｙの中央位置には、矩形板状をなす壁部３１３が突起部３１２ａ，３１２ｂの突
出方向と平行に延びるように突設されている。この場合、壁部３１３は、突起部３１２ａ
，３１２ｂの突出方向となる左右方向Ｘが長手方向とされると共に、基体３１１の厚み方
向となる上下方向Ｚが短手方向とされている。そして、壁部３１３の長手方向の寸法は、
突起部３１２ａ，３１２ｂの突出寸法よりも小さい。また、壁部３１３の短手方向の寸法
は基体３１１の厚み方向の寸法よりも大きい。そのため、壁部３１３は基体３１１の上下
両面から突出している。
【０１２３】
　基体３１１の外面のうち、両突起部３１２ａ，３１２ｂの間で突起部３１２ａ，３１２
ｂの突出方向に面する内底面３１４には、略矩形板状をなす押圧部３１５ａ，３１５ｂが
延出されている。具体的には、基体３１１の内底面３１４のうち、突起部３１２ａと壁部
３１３との間に位置する面部位から押圧部３１５ａが延出されると共に、突起部３１２ｂ
と壁部３１３との間に位置する面部位から押圧部３１５ｂが延出されている。そして、こ
れらの押圧部３１５ａ，３１５ｂにおける延出方向の先端部位は凸状に滑らかに湾曲した
先細りの形状となっている。なお、これらの押圧部３１５ａ，３１５ｂの延出寸法は、突
起部３１２ａ，３１２ｂの突出寸法よりも小さい。
【０１２４】
　基体３１１において両押圧部３１５ａ，３１５ｂが延出される内底面３１４とは反対側
の外底面３１６には、断面形状が半円状をなす凸条３１７が形成されている。凸条３１７
は、基体３１１の外底面３１６における上下方向Ｚの中央に位置しており、基体３１１の
外底面３１６における前後方向Ｙの全域に亘って延びている。
【０１２５】
　そして、スライダー３１０は、基体３１１の突起部３１２ａ，３１２ｂがケースユニッ
ト３０３の凹溝３０７ｃ，３０７ｄに対して凹凸係合されると共に、基体３１１の壁部３
１３がケースユニット３０３の凹溝３０７ａ，３０７ｂに対して凹凸係合されている。そ
のため、スライダー３１０は、前後方向Ｙ及び上下方向Ｚに位置決めされつつケースユニ
ット３０３に収容されている。
【０１２６】
　ケースユニット３０３における上下両側の壁部３０３ａ，３０３ｂの外側面、及びケー
スユニット３０３における前後両側の壁部３０３ｃ，３０３ｄの外側面には、凸状の係合
部３２０が形成されている。具体的には、係合部３２０は、ケースユニット３０３におけ
る上下両側の壁部３０３ａ，３０３ｂの外側面のうち、ケースユニット３０３の開口端寄
りとなる面部位であって且つケースユニット３０３の開口端の長手方向の中央となる面部
位にそれぞれ形成されている。また、係合部３２０は、ケースユニット３０３における前
後両側の壁部３０３ｃ，３０３ｄの外側面のうち、ケースユニット３０３の開口端寄りの
面部位に対して上下に距離をおいて二箇所にそれぞれ形成されている。
【０１２７】
　一対のケースユニット３０３，３０４のうち、右側のケースユニット３０４における前
側の壁部３０４ｃには、ケースユニット３０４の開口端から右方に向けて凹部３２５が凹
設されている。凹部３２５の内側にはバルブレバー４７の回動軸３３１が挿入されている
。そして、回動軸３３１の外周面が凹部３２５の内面に当接することにより、回動軸３３
１が凹部３２５の内面によって回動自在に支持されている。
【０１２８】
　回動軸３３１における軸線方向の一端側となる前端部には、一面側が開口した略矩形筒
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状をなす取着部３４０が外側から嵌着されている。そして、バルブレバー４７の把持部３
４１から延設された係止爪３４２が取着部３４０の開口を通じて取着部３４０に対して内
側から係合されることにより、バルブレバー４７の把持部３４１が取着部３４０に対して
一体回転可能に連結されている。
【０１２９】
　図２０に示すように、バルブレバー４７の把持部３４１は、略直方体状をなしており、
バルブレバー４７の回動軸３３１を回動操作する際に把持される。把持部３４１の外側面
３４３は、その長手方向の一端側（図２０では上側）が滑らかに湾曲した湾曲面となって
おり、この湾曲面に凹溝３４４が形成されている。凹溝３４４は、把持部３４１の外側面
３４３における長手方向の一端側から中央位置に向けて延びている。
【０１３０】
　図２１に示すように、回動軸３３１における軸線方向の途中位置にはカム３４５が支持
されている。具体的には、回動軸３３１の外周面には嵌合凹部３４６が形成されており、
この嵌合凹部３４６にカム３４５に設けられた嵌合凸部３４７が嵌合されることにより、
カム３４５が回動軸３３１に対して一体回転可能に支持されている。
【０１３１】
　カム３４５は、回動軸３３１の軸線方向に沿う方向から見た側面視において略Ｄ字状を
なす外郭形状を有している。そして、カム３４５の中心位置は、回動軸３３１の軸中心Ｊ
の位置から外れた位置に配置されている。すなわち、カム３４５は、回動軸３３１に対し
て偏心した状態で支持されている。
【０１３２】
　カム３４５の外周面のうち回動軸３３１から最も離れた面部位は、平坦状に切り欠かれ
て平坦面３４８となっている。また、カム３４５の外周面のうち回動軸３３１を中心とし
て平坦面３４８から約半周ずれた面部位には、凸部３５０が形成されている。
【０１３３】
　図２２に示すように、凸部３５０は、図２１における回動軸３３１を中心とした時計回
り方向に位置する面部位が凹状に湾曲した第１面の一例としての湾曲面３５１となってお
り、図２１における回動軸３３１を中心とした反時計回り方向に位置する面部位が凸状に
湾曲した第２面の一例としての湾曲面３５２となっている。そして、凸部３５０において
両湾曲面３５１，３５２が互いに交差する部位は、カム３４５の外周面の法線方向に向け
て鋭角をなすように尖った角部３５３となっている。なお、カム３４５の外周面における
凸部３５０と平坦面３４８との間の面部位は、凸部３５０側から平坦面３４８側に向けて
回動軸３３１の軸中心Ｊからの距離が次第に大きくなる湾曲面３５５となっている。
【０１３４】
　図１８及び図１９に示すように、ケースユニット３０４における上下両側の壁部３０４
ａ，３０４ｂの外側面、及びケースユニット３０４における前後両側の壁部３０４ｃ，３
０４ｄの外側面には、被係合部３６０が延設されている。被係合部３６０は、両ケースユ
ニット３０３，３０４の重合方向となる左右方向Ｘにおいてケースユニット３０３の各係
合部３２０に対応する位置に形成されており、ケースユニット３０４の開口端よりも左方
に突出している。そして、両ケースユニット３０３，３０４の開口端同士が重ね合わされ
た場合には、ケースユニット３０３の係合部３２０がケースユニット３０４の被係合部３
６０に対して係合されることにより、両ケースユニット３０３，３０４が連結されている
。また、両ケースユニット３０３，３０４が連結された場合には、スライダー３１０及び
バルブレバー４７の回動軸３３１が両ケースユニット３０３，３０４の間に挟まれた状態
で締結固定されている。この場合、スライダー３１０の凸条３１７とバルブレバー４７の
回動軸３３１の外周面とが左右方向Ｘにおいて対向して配置されている。
【０１３５】
　ケースユニット３０４における上側の壁部３０４ａの外側面には、矩形板状をなすブラ
ケット３６１が垂直に延設されている。ブラケット３６１には、厚み方向に貫通した貫通
孔３６２が形成されている。そして、ブラケット３６１の貫通孔３６２に固定ねじ３６３
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（図１６参照）を挿通した状態で、タンクケース４２の内面に形成されたねじ穴３６４（
図１５参照）に対して固定ねじ３６３が螺合されることにより、チョークバルブ４５がタ
ンクケース４２の内側面に対して取り付けられている。なお、チョークバルブ４５におけ
るケース３０２の左右方向Ｘの寸法は、タンクケース４２の左右方向Ｘの寸法よりも小さ
い。そのため、チョークバルブ４５は、タンクケース４２の厚み方向の寸法内に収められ
た状態でタンクケース４２の内側面に取り付けられている。
【０１３６】
　次に、タンクケース４２の他の構成について説明する。
　図２３，図２４に示すように、タンクケース４２における窓部４２ａよりも下側位置で
あって、且つ第４ケース係止部６８ｄと第５ケース係止部６８ｅの間となる位置には、手
掛部７１が形成されている。さらに、タンクケース４２の下面における第４ケース係止部
６８ｄと第５ケース係止部６８ｅが形成された位置には、取付面１３ａ側の補強取付リブ
部３４ｆと係合する係合凹部７２がケース開口部４２ｂ側に形成されている。
【０１３７】
　また、図２３，図２５に示すように、タンクケース４２の上面における前側位置には、
上下方向Ｚの高さが上面よりも一段低くなった谷部４２ｃが形成されている。なお、第１
ケース係止部６８ａは、この谷部４２ｃ内に位置するように形成されている。そして、第
１ケース係止部６８ａの周囲には、後方及び上方から第１ケース係止部６８ａを被覆しつ
つ右側を開口した被覆部７３が形成されている。したがって、第１ケース係止部６８ａに
螺合したねじ３６は、タンクユニット２７を俯瞰するユーザーに対して被覆部７３により
隠される。
【０１３８】
　さらに、図２５に示すように、谷部４２ｃには、インクタンク４３がタンクケース４２
に装着される際にケース開口部４２ｂ側となる左側から谷部４２ｃ内への筒部５３の進入
を受容する上面視Ｕ字状の受容部７４が形成されている。さらに、谷部４２ｃ内において
、受容部７４の後方は、受容部７４が形成された位置よりも１段高く形成されていると共
に、閉塞部材５８を載置可能な載置部７５が形成されている。そのため、繋留部５８ａの
長さは、閉塞部材５８が筒部５３及び載置部７５へ択一的に位置可能な程度の長さに設定
されている。
【０１３９】
　載置部７５は、閉塞部材５８の嵌合部５８ｃの外周形状よりも内周形状が一回り大きな
円環状に形成されたリング部７５ａと、リング部７５ａの内側に位置して嵌合部５８ｃの
内周形状よりも一回り小さなクルス部７５ｂとにより構成されている。なお、クルス部７
５ｂは、前後方向Ｙ及び左右方向Ｘに沿って延びる垂直板部同士が十字状に交差した形状
であると共に、各垂直板部の前後方向Ｙ及び左右方向Ｘの各側面には該側面から突出して
上下方向Ｚに沿って延びる上面視略三角形状の突起７５ｃが形成されている。したがって
、閉塞部材５８は、載置部７５に載置された場合に、嵌合部５８ｃがリング部７５ａの内
側に位置すると共に、その内周面をクルス部７５ｂの突起７５ｃに当接させた状態で支持
される。
【０１４０】
　図２３，図２５に示すように、タンクケース４２には、カバー４４を前後方向Ｙにスラ
イド移動可能に支持する支持部の一例としてのレール部７６ａ，７６ｂが前後方向Ｙに延
びるように一対形成されている。さらに、一対のレール部７６ａ，７６ｂの間には、前後
方向Ｙに沿って延びる複数（本実施形態では３つ）の凸条７７が形成されている。なお、
一対のレール部７６ａ，７６ｂのうち右側に位置する第１レール部７６ａの後端上面と、
左側に位置する第２レール部７６ｂの後端上面（図示略）は、面取りされている。
【０１４１】
　図２３に示すように、第１レール部７６ａには、前後方向に間隔を有して一対のストッ
パー凹部７８ａ，７８ｂが形成されている。一対のストッパー凹部７８ａ，７８ｂは、互
いに前後両内側面のうち相手の凹部側となる内側面が面取りされている。すなわち、前側



(25) JP 5958220 B2 2016.7.27

10

20

30

40

50

の第１ストッパー凹部７８ａは、後側の内側面が面取りされていると共に、後側の第２ス
トッパー凹部７８ｂは前側の内側面が面取りされている。
【０１４２】
　図２６に示すように、カバー４４は、上壁４４ａと、該上壁４４ａとそれぞれ連続する
右壁４４ｂ、左壁４４ｃ、後壁４４ｄとを有している。なお、右壁４４ｂと後壁４４ｄの
上下方向Ｚの高さは略同一であるのに対し、左壁４４ｃの高さは、右壁４４ｂ及び後壁４
４ｄよりも低い。
【０１４３】
　右壁４４ｂにおける左壁４４ｃ側の面である内面には、第１レール部７６ａと係合して
摺接する一対の摺接部８０が前後方向Ｙに間隔を有して形成されている。また、左壁４４
ｃにおける右壁４４ｂ側の面である内面には、第２レール部７６ｂと係合して摺接する一
対の摺接部８０が前後方向Ｙに間隔を有して形成されている。なお、各摺接部８０は、前
後方向Ｙに位置をずらして互い違いに形成されている。さらに、右壁４４ｂに形成された
一対の摺接部８０のうち、前側に位置する摺接部８０には、ストッパー凹部７８ａ，７８
ｂと係合可能なストッパー凸部８０ａが形成されている。
【０１４４】
　そして、カバー４４は、ストッパー凸部８０ａがストッパー凹部７８ａと係合する図２
７に示す隠蔽位置Ａと、ストッパー凸部８０ａがストッパー凹部７８ｂと係合する図２８
に示す非隠蔽位置Ｂとの間を、前後方向Ｙにスライド移動する。
【０１４５】
　具体的には、図２７，図２９に示すように、ストッパー凸部８０ａが第１ストッパー凹
部７８ａと係合する場合には、カバー４４は、注入口５２が形成された筒部５３と載置部
７５とを隠蔽する隠蔽位置Ａに位置する。
【０１４６】
　一方、図２８，図３０に示すように、ストッパー凸部８０ａが第２ストッパー凹部７８
ｂと係合する場合には、カバー４４は隠蔽位置Ａとは異なる非隠蔽位置Ｂに位置し、注入
口５２が形成された筒部５３と載置部７５とが出現する。
【０１４７】
　なお、図７，図２７に示すように、前後方向Ｙにおけるカバー４４のサイズは、タンク
ケース４２のサイズよりも小さく、カバー４４が隠蔽位置Ａに位置した場合に、カバー４
４がタンクケース４２上に収まる。また、筒部５３は、インクタンク４３がタンクケース
４２に固着された際に、タンクケース４２の受容部７４よりも注入口５２の端面５２ａが
高く位置すると共に、筒部５３に嵌合した閉塞部材５８の高さが隠蔽位置Ａに位置するカ
バー４４よりも低くなるように形成されている。
【０１４８】
　また、図３，図２３，図２８に示すように、第２ケース係止部６８ｂ及び第３ケース係
止部６８ｃに螺合した各ねじ３６は、タンクケース４２に取り付けられたカバー４４によ
り隠される。さらに、第４ケース係止部６８ｄ及び第５ケース係止部６８ｅに螺合したね
じ３６は、タンクユニット２７自身により、該ユニットを俯瞰するユーザーに対して隠さ
れている。
【０１４９】
　また、図３，図４に示すように、カバー４４の上壁４４ａには、全体形状が略三角状を
なすように上方に向かって突出する滑り止め部８２が形成されている。さらに、カバー４
４における滑り止め部８２の後方位置には、タンクユニット２７に収容するインクの種類
を示す文字や図などの表示や、異なる種類のインクの注入などを警告する表示、インクの
注入方法や注意などが記載されたラベル８３が貼着されている。なお、同様のラベル８３
は、タンクケース４２の右側面及び前面の凹部４６、及び取付面１３ａにおいてカバー４
４が隠蔽位置Ａに位置するときには該カバー４４により隠される一方で該カバー４４が非
隠蔽位置Ｂに位置したときには出現する箇所にも貼着されている。
【０１５０】
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　次に、インクの液面５１の最大変動幅と、インクタンク４３から液体噴射ヘッド３２へ
のインクの供給状態について説明する。
　ところで、本実施形態の記録装置１２は、水頭差を利用してインク室５０内に収容され
たインクを液体噴射ヘッド３２へ供給している。そのため、上下方向Ｚに液面５１が大き
く変動するとインクタンク４３から液体噴射ヘッド３２へ良好にインクを供給することが
できなくなる。具体的には、液面５１よりも液体噴射ヘッド３２が相当低い位置にあると
、液体噴射ヘッド３２からインクが漏れ出てしまう虞があるのに対し、液面５１よりも液
体噴射ヘッド３２が相当高い位置にあると、液体噴射ヘッド３２までインクを供給するこ
とができない虞がある。
【０１５１】
　本実施形態の記録装置１２では、インクの液面５１（図６参照）の上下方向Ｚにおける
最大変動幅が７５ｍｍ以上の場合には、液体噴射ヘッド３２へ良好にインクを供給できな
かった。すなわち、例えばインク室５０にインクを最大量収容した場合に合わせて液体噴
射ヘッド３２を配置した場合には、インクが消費されて液面５１が低下すると、インク室
５０内にインクが残っていても液体噴射ヘッド３２までインクを供給することができなか
った。また、例えばインク室５０内のインクが消費されて液面５１が低下した場合に合わ
せて液体噴射ヘッド３２を配置すると、インクを最大量収容した場合に液体噴射ヘッド３
２からインクが漏れ出てしまった。
【０１５２】
　一方、インクの液面５１の上下方向Ｚにおける最大変動幅を７０ｍｍ以下とすると、イ
ンク室５０にインクを最大量収容した場合でも、また、インク室５０内のインクの液面５
１が低下した場合でも、インクを液体噴射ヘッド３２に供給することができた。
【０１５３】
　しかし、液面５１の最大変動幅が７０ｍｍの場合には、液体噴射ヘッド３２とインクタ
ンク４３の組み付け誤差や製造誤差により良好な供給ができないことがあった。そこで、
最大変動幅を５５ｍｍ以下とすると、多少の組み付け誤差や製造誤差がある場合でも、液
体噴射ヘッド３２へインクを良好に供給することができた。さらに、最大変動幅を４０ｍ
ｍ以下とした場合には、例えば記録装置１２の設置面に多少の傾きがあった場合でもイン
クタンク４３から液体噴射ヘッド３２へ良好にインクを供給することができた。
【０１５４】
　そこで、図１０に示すように、本実施形態では、下限目盛６４ａから上限目盛６４ｂま
での上下方向Ｚにおける高さを４０ｍｍ以下とする。すなわち、ユーザーは、インクの液
面５１が下限目盛６４ａまで低下すると、インクの液面５１が上限目盛６４ｂまで上昇す
るように注入口５２からインクを注入する。したがって、液体噴射ヘッド３２を通常使用
する場合のインクの液面５１の変動幅を４０ｍｍ以下とすることができるので、インク室
５０内のインクは液体噴射ヘッド３２へ良好に供給される。
【０１５５】
　また、インク室５０に形成された導出口５９の開口の下端（底面の一例）から上限目盛
６４ｂまでの上下方向Ｚの高さを５５ｍｍ以下とする。そのため、例えばユーザーが下限
目盛６４ａまでインクの液面５１が低下したことに気づかずに印刷を続けた場合であって
も、インク室５０内にインクが残っている場合には、液体噴射ヘッド３２へインクが供給
される。
【０１５６】
　次に、インク室５０の形状について説明する。
　さて、インク室５０の上下方向Ｚの高さを制限すると、液体噴射ヘッド３２へインクを
良好に供給することができるが、インク室５０に収容可能なインクの量が少なくなってし
まう。そこで、本実施形態のインクタンク４３は、前後方向Ｙの幅を大きくして水平断面
積を大きくすることでインク室５０に収容可能なインク量を確保している。
【０１５７】
　具体的には、インク室５０の左右方向Ｘのサイズを奥行きＤ、前後方向Ｙのサイズを幅
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Ｗ、上下方向Ｚのサイズを高さＨと仮定する。そして、インク室５０は、導出口５９から
インク室５０に収容可能な収容量の５％相当のインクを導出した場合に、インク室５０内
におけるインクの液面５１の変動幅がインク室５０に収容可能な収容量の３乗根の５％以
下となる領域（例えば、図１０で少なくとも下限目盛６４ａから上限目盛６４ｂまでの上
下方向Ｚにおける高さの領域）を有する。なお、以下の説明では、インク室５０の形状に
関する条件を形状条件というと共に、インク室５０に収容可能な収容量を最大収容量とい
う。
【０１５８】
　例えば、インク室５０の左右方向Ｘの奥行きＤ、前後方向Ｙの幅Ｗ、上下方向Ｚの高さ
Ｈがそれぞれ等しい（Ｄ＝Ｗ＝Ｈ）立方体形状である場合には、インクの液面５１がどの
位置にある場合でも形状条件を満たす。具体的には、立方体形状である場合には、最大収
容量の５％を導出した場合の液面５１の変動幅（０．０５×Ｄ×Ｗ×Ｈ／（Ｄ×Ｗ））が
、最大収容量の３乗根の５％（０．０５×（Ｄ×Ｗ×Ｈ）１／３）と等しくなる。
【０１５９】
　そのため、立方体形状よりも前後方向Ｙもしくは左右方向Ｘに長い直方体形状であれば
形状条件を満たす。すなわち、インク室５０の高さＨが奥行きＤ及び幅Ｗよりも小さい場
合には形状条件を満たす。具体的には、インク室の底面積（Ｄ×Ｗ）もしくは液面５１の
面積（インク室５０の水平断面積）が高さＨの２乗以上であれば形状条件を満たす。ただ
し、高さＨが奥行きＤと幅Ｗのいずれか一方よりも大きい場合でも形状条件を満たす場合
もある。例えば、奥行きＤが高さＨの半分である場合でも、幅Ｗが高さＨの２倍以上であ
れば形状条件を満たす。
【０１６０】
　次に、最大収容量の５％相当のインクを導出した場合のインク室５０内におけるインク
の液面５１の変動幅について説明する。
　最大収容量の５％相当のインクを導出した場合のインク室５０内におけるインクの液面
５１の最小変動幅（以下、単に「最小変動幅」という。）が、最大収容量の３乗根の６％
以上である場合には、インク室５０に収容可能なインク量を十分に確保することができな
い。
【０１６１】
　それに対し、最小変動幅が最大収容量の３乗根の５％以下である場合には、インク室５
０に十分にインクを収容することができるが、最小変動幅が最大収容量の３乗根の４％以
下であるとより好ましい。
【０１６２】
　以下、インクタンク４３を装置本体１３に固着する際の作用を説明する。
　図５，図１６に示すように、まずタンクケース４２のケース開口部４２ｂからインクタ
ンク４３を挿入し、位置決め凸部６７ａ，６７ｂと位置決め凹部６３ａ，６３ｂとを凹凸
嵌合させて位置合わせする。このとき、フィルム４９の左側の部分がタンクケース４２内
に折り込まれる。さらに、タンク係止部６２と螺合部６６とに取付ねじ６１を螺合してイ
ンクタンク４３をタンクケース４２に固着する。すなわち、タンクケース４２は、インク
タンク４３を外側から覆うことによって該インクタンク４３を保護する。さらに、チュー
ブ３１が挿通されたチョークバルブ４５がタンクケース４２に取り付けられると共に、チ
ューブ３１の先端が導出口５９に差し込まれる。
【０１６３】
　続いて、図２３に示すように、インクタンク４３を固着したタンクケース４２を取付面
１３ａに位置合わせする。すなわち、タンクケース４２が第１取付リブ３４を囲うと共に
、ボス部３８と係合部６９とを係合させ、さらに補強取付リブ部３４ｆと係合凹部７２と
を係合させる。
【０１６４】
　また、図７に示すように、インクタンク４３が取り付けられたタンクケース４２を取付
面１３ａに位置合わせすると、吸収材３９は、注入口５２と装置本体１３との間の位置に
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位置する。なお、吸収材３９は、上取付リブ部３４ａよりも左右方向Ｘに大きな厚みを有
している。そのため、装置本体１３とインクタンク４３との間に介装された吸収材３９は
、装置本体１３とインクタンク４３とに挟圧されて圧縮変形する。
【０１６５】
　さらに、図２３に示すように、タンクケース４２が取付面１３ａに位置合わせされた状
態では、ケース係止部６８ａ～６８ｅとねじボス部３７とが一致している。そのため、ケ
ース係止部６８ａ～６８ｅにねじ３６を螺合させると、各ケース係止部６８ａ～６８ｅと
ねじボス部３７が螺着してタンクケース４２と装置本体１３とが固着する。
【０１６６】
　このようにタンクケース４２と装置本体１３とが固着された状態において、収容体開口
部４８ａから外にはみ出すフィルム４９の領域外部位４９ａ，４９ｂ，４９ｃ（図１３参
照）は、インクタンク４３とタンクケース４２との間に設けられた隙間に収納される。ま
た、タンクケース４２の外側へはみ出すフィルム４９の領域外部位４９ｄ（図１４参照）
は、インクタンク４３とタンクケース４２との間に設けられた隙間に折り込まれた状態で
収納される（図４参照）。したがって、フィルム４９は、タンクケース４２が装置本体１
３に固着された状態において、タンクケース４２の外側には、はみ出さない。
【０１６７】
　なお、タンクケース４２が装置本体１３に取り付けられると、タンクケース４２のケー
ス開口部４２ｂが装置本体１３に覆われる。したがって、装置本体１３とタンクケース４
２は、インクタンク４３を外側から覆って保護可能な保護部材の一例として機能すると共
に、装置本体１３、タンクケース４２、インクタンク４３、吸収材３９により液体供給シ
ステムの一例が構成される。
【０１６８】
　続いて、タンクケース４２が装置本体１３に固着された状態において、カバー４４をタ
ンクケース４２の後方からレール部７６ａ，７６ｂと摺接部８０とが係合するように装着
する。
【０１６９】
　さて、図２８，図３０に示すように、カバー４４は、ストッパー凸部８０ａがまず後側
に位置する第２ストッパー凹部７８ｂに係合して非隠蔽位置Ｂに位置する。そして、非隠
蔽位置Ｂに位置したカバー４４がさらに前方へ押し込まれると、ストッパー凸部８０ａが
第２ストッパー凹部７８ｂの面取りされた前側の内側面に乗り上げるようにしてストッパ
ー凸部８０ａと第２ストッパー凹部７８ｂの係合が外れ、カバー４４は前方へ移動する。
【０１７０】
　すると、図２７，図２９に示すように、カバー４４は、ストッパー凸部８０ａが第１ス
トッパー凹部７８ａに係合して隠蔽位置Ａに位置する。なお、第１ストッパー凹部７８ａ
は、後側の内側面が面取りされているため、隠蔽位置Ａに位置したカバー４４が後方へ押
された場合には、ストッパー凸部８０ａが第１ストッパー凹部７８ａの面取りされた後側
の内側面に乗り上げるようにしてストッパー凸部８０ａと第１ストッパー凹部７８ａの係
合が外れ、カバー４４は後方へ移動する。
【０１７１】
　続いて、インクタンク４３にインクを注入する際の作用を説明する。
　さて、インクタンク４３内に収容されたインクの液面５１が下限目盛６４ａまで低下す
ると、ユーザーは、隠蔽位置Ａから非隠蔽位置Ｂまでカバー４４を後方へスライド移動さ
せる（図２８参照）。すると、隠蔽位置Ａに位置したカバー４４に隠されていた閉塞部材
５８と載置部７５とが出現する。
【０１７２】
　さらにユーザーは、筒部５３の先端に嵌合した閉塞部材５８を載置部７５へ移動させる
と共に、注入口５２からインクを注入する。なお、注入されたインクはタンクケース４２
の窓部４２ａから確認することができる。
【０１７３】
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　ところで、インクの注入に伴ってインクがこぼれてしまった場合には、漏洩インクは注
入口形成面５４を伝って装置本体１３から離れる方向へ流れて堰き止め凸部５５により堰
き止められる。なお、漏洩インクの量が多く、万が一堰き止め凸部５５を越えてしまった
場合でも、漏洩インクは段差部５４ａに沿って広がるようにして漏洩方向が変更される。
また、例えば装置本体１３側へインクが飛んだ場合であっても、装置本体１３とタンクユ
ニット２７との間に介装された吸収材３９により漏洩インクが吸収される。
【０１７４】
　そして、インクの注入に伴って液面５１が上限目盛６４ｂまで上昇すると、ユーザーは
インクの注入を終了し、載置部７５に載置していた閉塞部材５８を筒部５３に戻すと共に
、カバー４４を前方へスライド移動させて隠蔽位置Ａへ移動させる。
【０１７５】
　次に、インクが注入されるインク室５０内の作用について説明する。
　図１３に示すように、注入口５２からインクが注入されると、インクは交差リブ部１０
１～１０３によって堰き止められるようにして後方へ誘導される。また、交差リブ部１０
１～１０３には、第１延出部１０４が形成されている。そのため、インクは、第１延出部
１０４によって交差リブ部１０１～１０３を前側に乗り越える方向への流れが抑制され、
より後方に向かって流れやすい。
【０１７６】
　さらに、インクは、縦リブ部１１１～１１８と段差底面５０ｂとの間の隙間を通って後
方へ流れる。そのため、インクの注入に伴ってインク室５０内における液面５１（図６参
照）が上昇して縦リブ部１１１～１１８が形成された位置に達すると、まず後方へのイン
クの流れが第１縦リブ部１１１によって阻害されることになる。したがって、後方へ向か
うインクの流れが変化する。
【０１７７】
　すなわち、インクの流れる流動方向（本実施形態では段差底面５０ｂに沿う後方）にお
いて縦リブ部１１１～１１８よりも下流側となる後側位置では、インクに渦が発生する。
そのため、インクには、段差底面５０ｂと交差する方向（上方）へ向かう流れが生じる。
そのため、例えば、インクを何度かに分けて注入した場合には、先に注入されたインクが
、後から注入されたインクの流れに伴って生じた渦によって攪拌されると共に、後から注
入されたインクとも混合する。
【０１７８】
　ところで、インクタンク４３は、インクを大量に収容することができるものほど、先に
インクが注入されてから次にインクの注入が必要になるまでの時間が長くなる。そのため
、例えばインクの一例である顔料インクをインク室５０で収容する場合には、インクの顔
料成分が沈降してしまう場合がある。しかし、注入口５２から新たにインクを注入するこ
とによってインク室５０内に残存していたインクが攪拌されるため、インク室５０内の濃
度の偏りは低減される。
【０１７９】
　次に、複合機１１（記録装置１２）をインクタンク４３にインクが収容された使用可能
な状態で運搬する際の作用について説明する。
　さて、インクタンク４３にインクが収容された複合機１１（記録装置１２）を運搬する
際には、まず、チョークバルブ４５が閉弁状態とされる。そして、その状態において、例
えば複合機１１（記録装置１２）を梱包したダンボール箱などが上下逆さまに置かれたり
すると、図３１に示すように、インクタンク４３は、空気室２００よりもインク室５０の
方が上方に位置する倒置された姿勢状態になる。
【０１８０】
　すると、インクタンク４３のインク室５０側から連通口２１０を介して空気室２００（
具体的には第１空気小室２００ａ）側に向けて、水頭圧によりインクが流入し始める。そ
して通常の場合は、やがて水頭圧とインク室５０の負圧が釣り合うため、連通口２１０を
介したインク室５０側から空気室２００側へのインクの流入は止まる。
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【０１８１】
　すなわち、図３１に示すように、空気室２００側では、連通口２１０を介して直接的に
インク室５０と連通している第１空気小室２００ａが流入したインクで満たされ、更に、
図３２に示すように、第１長溝部２１３ａに対応した蛇行状の連通路２２１においては、
そのときに最も下方に位置する流路部分２２１ａまでが流入したインクで満たされる。そ
して、その連通路２２１内では最も下方に位置する流路部分２２１ａにおいて気液交換が
不可能となるため、インク室５０に負圧が発生するようになり、その結果、その負圧と水
頭圧とが釣り合って、空気室２００側へのインクの流入が止まるようになる。
【０１８２】
　また、図３３及び図３５に示すように、倒置された状態にあるインクタンク４３に更に
前後方向Ｙへの加速度がかかる振動が加えられた場合には、図３２に示す連通路２２１内
のインクは、図３４及び図３６に示すように、その連通路２２１内を加速度がかかる向き
に移動するようになる。但し、この場合でも、連通路２２１内のインクは、その連通路２
２１内の一端側（第１開口２１１側）と他端側（第２開口２１２側）との間を、加速度の
方向に従って往き来するだけで、第２開口２１２から大気開放口６０側となる第２空気小
室２００ｂ内へ流出することはない。この連通路２２１の仕切り壁４８ｂに沿う方向にお
ける部分である第１長溝部２１３ａの長さは第１開口２１１と第２開口２１２との距離よ
りも長く設定されているが、第１長溝部２１３ａをさらに長くすることで前後方向Ｙにお
ける振動に起因する第２開口２１２へのインクの到達をさらに抑制することができる。
【０１８３】
　そして、インクタンク４３の姿勢状態が、図３１等に示す空気室２００よりもインク室
５０が上側になる倒置された姿勢状態から、図１３等に示す空気室２００の方がインク室
５０よりも上側になる使用時の姿勢状態に戻されると、連通路２２１内に流入していたイ
ンクは第１開口２１１及び第２開口２１２から各空気小室２００ａ，２００ｂに戻る。そ
のため、流路断面積の小さい連通路２２１内にインクが残って乾燥固化することが回避さ
れる。
【０１８４】
　次に、チョークバルブ４５を閉弁状態から開弁状態に切り替える際の作用を説明する。
　さて、本実施形態では、図３７に示すように、チョークバルブ４５が閉弁状態にあると
きには、バルブレバー４７の把持部３４１に形成された凹溝３４４が回動軸３３１を中心
とした周回経路上における最下端位置に配置される。
【０１８５】
　この場合、図３８に示すように、スライダー３１０の凸条３１７の先端部位がカム３４
５の外周面の平坦面３４８に当接する閉弁位置に配置される。そして、スライダー３１０
は、カム３４５の平坦面３４８によってケースユニット３０３の内奥側に押圧される。
【０１８６】
　そのため、ケースユニット３０３の内奥側を上下に挿通されるチューブ３１は、スライ
ダー３１０の押圧部３１５ａ，３１５ｂの先端部位によってチューブ３１の外面が押圧さ
れて押し潰される。その結果、チューブ３１は、スライダー３１０の押圧部３１５ａ，３
１５ｂによって押し潰された部位を通じてインクタンク４３側から液体噴射ヘッド３２側
に向けてインクを流動させることが規制される。
【０１８７】
　そして次に、図３９に示すように、バルブレバー４７が回動軸３３１を中心として図３
９に示す時計回り方向に回動操作される。すると、スライダー３１０の凸条３１７がカム
３４５の平坦面３４８から湾曲面３５５に乗り上げて中間位置に配置される。
【０１８８】
　この場合、スライダー３１０からカム３４５の外周面に作用する回動抵抗は、スライダ
ー３１０の凸条３１７がカム３４５の平坦面３４８から湾曲面３５５に乗り上げる場合と
、スライダー３１０の凸条３１７がカム３４５の湾曲面３５５を摺動する場合とで異なる
。そのため、バルブレバー４７を開弁方向に回動操作する際の抵抗感が変化することに基
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づき、チョークバルブ４５が閉弁状態から開弁状態に切り替わり始めたことが容易に認識
される。
【０１８９】
　続いて、図４０に示すように、バルブレバー４７が回動軸３３１を中心として図４０に
示す時計回り方向に更に回動操作される。この場合、カム３４５の湾曲面３５５は、平坦
面３４８側から凸部３５０側に向けて回動軸３３１の軸中心Ｊからの距離が次第に小さく
なる。そのため、スライダー３１０は、カム３４５の回動に伴って、チューブ３１を押し
潰す方向に向けてカム３４５の湾曲面３５５から作用する押圧力が次第に低減される。こ
の場合、スライダー３１０は、チューブ３１の外面に当接している押圧部３１５ａの先端
部位がチューブ３１の弾性復帰力に従って押し返される。そのため、スライダー３１０の
凸条３１７は、カム３４５の回動時においてカム３４５の湾曲面３５５に摺接した状態が
維持される。
【０１９０】
　そして次に、バルブレバー４７が回動軸３３１を中心として図４０に示す時計回り方向
に更に回動操作されると、スライダー３１０の凸条３１７がカム３４５の凸部３５０を乗
り越える。
【０１９１】
　すると、図２１、図２２に示すように、スライダー３１０の凸条３１７の先端部位が、
カム３４５の外周面のうち、回動軸３３１に対して最も近接した面部位３５６（図２２参
照）に当接する開弁位置に配置される。すなわち、本実施形態では、カム３４５は、スラ
イダー３１０が中間位置から開弁位置に変位するときにスライダー３１０の凸条３１７が
摺接する面部位に凸部３５０を有している。そして、スライダー３１０は、チューブ３１
を押し潰す方向に向けてカム３４５の外周面から作用する押圧力が更に低減される。その
結果、チューブ３１は、スライダー３１０の押圧部３１５ａによって押し潰されることが
殆ど無くなる。したがって、チョークバルブ４５は、インクタンク４３側から液体噴射ヘ
ッド３２側に向けてのインクの流動が許容される開弁状態となる。
【０１９２】
　ここで、スライダー３１０の凸条３１７がカム３４５の凸部３５０を乗り越える際にス
ライダー３１０からカム３４５の外周面に作用する回動抵抗は、スライダー３１０の凸条
３１７がカム３４５の湾曲面３５５を摺動する場合よりも大きくなる。そのため、バルブ
レバー４７を開弁方向に回動操作する際の抵抗感が変化することに基づき、チョークバル
ブ４５が開弁状態に切り替わったことが容易に認識される。
【０１９３】
　また、スライダー３１０の凸条３１７がカム３４５の凸部３５０を乗り越えると、凸条
３１７がカム３４５の外周面に衝突して音を発する。そのため、バルブレバー４７が開弁
状態に切り替わったことが容易に認識される。
【０１９４】
　また、チョークバルブ４５が開弁状態に切り替わると、カム３４５の凸部３５０がスラ
イダー３１０の凸条３１７によって係止されるため、チョークバルブ４５が開弁状態に仮
固定される。したがって、バルブレバー４７に対して回動操作のための外力の付与が解除
されたとしても、チョークバルブ４５が開弁状態にて信頼性良く維持される。
【０１９５】
　そして、図２０に示すように、チョークバルブ４５が開弁状態にあるときには、バルブ
レバー４７の把持部３４１に形成された凹溝３４４が回動軸３３１を中心とした周回経路
上における最上端位置に配置される。
【０１９６】
　ところで、チョークバルブ４５を開弁状態から閉弁状態に切り替える際も同様にして、
スライダー３１０の凸条３１７がカム３４５の凸部３５０を乗り越える。ただし、チョー
クバルブ４５が閉弁状態から開弁状態に切り替わる際に、凸部３５０においてスライダー
３１０の凸条３１７が摺接する湾曲面３５１は凹状をなすように湾曲している。これに対
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し、チョークバルブ４５が開弁状態から閉弁状態に切り替わる際に、凸部３５０において
スライダー３１０の凸条３１７が摺接する湾曲面３５２は凸状をなすように湾曲している
。
【０１９７】
　その結果、スライダー３１０の凸条３１７がカム３４５の凸部３５０を乗り越える際に
スライダー３１０からカム３４５の外周面に作用する回動抵抗は、チョークバルブ４５を
閉弁状態から開弁状態に切り替える場合の方が、チョークバルブ４５を開弁状態から閉弁
状態に切り替える場合よりも大きくなる。そのため、チョークバルブ４５を開弁状態に切
り替える際に、カム３４５に作用させる回動トルクの大きさが相対的に大きくなる。その
ため、カム３４５の回動操作時における抵抗感の変化量が大きくなるため、チョークバル
ブ４５が開弁状態に切り替わったことが更に容易に認識される。
【０１９８】
　次に、複合機１１が斜めに設置された場合のインクタンク４３の作用について説明する
。なお、インクタンク４３の構成については、図４及び図５に図示している。
　複合機１１において、その設置面が傾いていたり、タンクユニット２７（図１参照）が
傾斜した状態で装置本体１３に取り付けられたりした場合には、インクタンク４３が傾斜
した状態になることがある。
【０１９９】
　そして、インク室５０の段差底面５０ｂ側が基底面５０ａ側よりも高くなるようにイン
クタンク４３が傾斜状態となった場合には、段差底面５０ｂ側から基底面５０ａ側にイン
クが流動する。この場合には、インク室５０に収容されたインクは、集液用凹部５０ｄに
集液された後、導出口５９を通じて流出する。
【０２００】
　一方、図４１に示すように、インク室５０の基底面５０ａ側が段差底面５０ｂ側よりも
高くなるようにインク室５０が傾斜状態となった場合には、段差底面５０ｂ側へのインク
の流動が段差側面５０ｃによって抑制される。そして、導出口５９は底部の長手方向（前
後方向Ｙ）における基底面５０ａ側（図４１では右端側）に設けられているので、段差側
面５０ｃによって基底面５０ａ側に堰き止められたインクは導出口５９から流出する。
【０２０１】
　このとき、インクタンク４３に段差底面５０ｂ及び段差側面５０ｃが設けられていない
場合には、図４１に二点鎖線で示すように、低くなった底部側に溜まったインクが導出口
５９から流出せずに残ってしまう。これに対して、本実施形態では段差側面５０ｃによっ
て基底面５０ａ側に堰き止められたインクは、集液用凹部５０ｄに集液された後、導出口
５９から流出する。
【０２０２】
　その結果、段差底面５０ｂ側に溜まったインクが導出口５９から流出せずに残るが、こ
の残量は、段差底面５０ｂ及び段差側面５０ｃが設けられていない場合よりも少ない。す
なわち、インクタンク４３において、導出口５９が設けられた長手方向の第１端側が高く
なるように傾斜状態となった場合に、インク室５０の底部に残るインクの量が少なくなる
。
【０２０３】
　なお、記録装置１２においては、収容体ケース４８（図１参照）に設けられた視認面４
３ａ（図１参照）を通じてインク室５０内の液面５１が低下したことが視認されると、注
入口５２を通じてインクを注入することでインクが補充される。
【０２０４】
　しかし、インクが導出口５９から流出せずにインク室５０の底部に残ってしまうと、収
容体ケース４８に設けられた視認面４３ａから液面５１が視認されるものの、そのインク
は液体噴射ヘッド３２（図１参照）に供給されない、ということが生じ得る。
【０２０５】
　すると、インクが導出口５９を通じて供給されない状態でインクが噴射されて、印刷不
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良を生じる虞がある。なお、液体噴射ヘッド３２からのインクの噴射量を積算することで
インク室５０のインク残量を管理する場合でも、インクが導出口５９から流出せずにイン
ク室５０の底部に残ってしまうと、同様の印刷不良が生じる虞がある。その点、本実施形
態では、インク室５０の底部に残るインクの量が少なくなるので、こうした虞が低減され
る。
【０２０６】
　また、記録装置１２においては、水頭差を利用してインク室５０に収容されたインクを
液体噴射ヘッド３２に供給しているので、インクタンク４３は前後方向Ｙにおける幅を大
きくする一方で上下方向Ｚにおける高さを抑えた横長形状となっている。そのため、イン
ク室５０にインクを注入する際に、インク室５０の底部で跳ね返ったインクなどが注入口
５２から溢れてしまう虞がある。その点、本実施形態では、段差底面５０ｂよりも低い位
置にある基底面５０ａの上方に注入口５２が配置されているので、注入口５２からインク
が溢れにくい。
【０２０７】
　次に、インク室５０に収容されたインクを導出口５９から導出する場合の作用について
説明する。
　さて、上述したとおり、インク室５０に収容されたインクは、注入時に攪拌されて濃度
の偏りは低減されているものの、時間が経過するにしたがって顔料成分が沈降し、インク
の濃度に偏りが生じることがある。すなわち、下方に位置するインクは濃度が濃くなり（
以下、「濃いインク」という。）、上方に位置するインクは濃度が薄くなる（以下、「薄
いインク」という。）。
【０２０８】
　そのため、インクの液面５１が第１交差リブ部１０１よりも高い位置に位置する場合に
は、薄いインクが第１交差リブ部１０１と上面５０ｅとの間の連通部１０６を通過して導
出口５９側へ流れる。一方、濃いインクは、第１交差リブ部１０１の下端に位置する連通
部１０５を通過して導出口５９側へ流れる。したがって、インクは、濃いインクと薄いイ
ンクとが混ざった状態で導出口５９から導出される。
【０２０９】
　そして、インクが導出されて液面５１が第１交差リブ部１０１の上端よりも低い位置ま
で変位すると、薄いインクが第２交差リブ部１０２と上面５０ｅとの間を通って導出口５
９側へ流れる。一方、濃いインクは、第２交差リブ部１０２の下端に位置する連通部１０
５を通って導出口５９側へ流れる。さらに、インクは、濃いインクと薄いインクが混ざっ
た状態で第１交差リブ部１０１の連通部１０５を通過して導出口５９から導出される。
【０２１０】
　さらにインクが導出されて液面５１が第２交差リブ部１０２の上端よりも低い位置まで
変位すると、薄いインクが第３交差リブ部１０３と上面５０ｅとの間の連通部１０６を通
過して導出口５９側へ流れる。一方、濃いインクは、第３交差リブ部１０３の下端に位置
する連通部１０５を通過して導出口５９側へ流れる。すなわち、インクは、濃いインクと
薄いインクが混ざった状態で第２交差リブ部１０２の連通部１０５及び第１交差リブ部１
０１の連通部１０５を通過して導出口５９から導出される。
【０２１１】
　上記第１実施形態によれば、以下のような効果を得ることができる。
　（１）収容体ケース４８の収容体開口部４８ａに取着するために例えば保持具により保
持されて移動されるフィルム４９を保持するときの保持具に対する位置決めを、例えばピ
ンなどの位置決め部材を挿入可能な貫通孔４９Ｈを用いて容易に行うことができる。その
ため、フィルム４９は、位置ずれを生じていない予定どおりの状態で収容体ケース４８の
収容体開口部４８ａを塞ぐ位置まで運ばれた後、収容体ケース４８に対して例えば溶着な
どにより取着される。したがって、収容体ケース４８の収容体開口部４８ａを封止するよ
うに収容体ケース４８に取着されるフィルム４９の収容体開口部４８ａに対する位置ずれ
が抑制される。
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【０２１２】
　（２）フィルム４９が相対的に位置ずれを生じやすい長手方向を有した形状である場合
にも、その長手方向で互いに離れた少なくとも２位置の貫通孔４９Ｈを利用してフィルム
４９を位置決めすることができるので、収容体ケース４８に取着されるフィルム４９の収
容体開口部４８ａに対する位置ずれを抑制することができる。
【０２１３】
　（３）インクタンク４３において収容体ケース４８の収容体開口部４８ａから外側には
み出すフィルム４９の領域外部位４９ａ，４９ｂ，４９ｃ，４９ｄをタンクケース４２と
の間の隙間に露出しないように折り込むなどして収納することができるので、例えば外観
上好ましいタンクユニット２７が得られる。
【０２１４】
　（４）収容体ケース４８に取着されるフィルム４９の収容体開口部４８ａに対する位置
ずれを抑制することができるので、密閉性が良好なインク室５０を有するタンクユニット
２７を備える記録装置１２（液体消費装置）が実現できる。
【０２１５】
　（５）タンクユニット２７のインク室５０からチューブ３１を介して液体噴射ヘッド３
２にインクを供給するので、例えば大量のインクを液体噴射ヘッド３２へ継続供給可能な
記録装置１２（液体消費装置）が実現できる。
【０２１６】
　（６）フィルム４９は収容体ケース４８への取着時において収容体開口部４８ａに対す
る位置ずれが抑制されるので、例えば収容体ケース４８との間の溶着面積の減少による密
着力の低下が抑制され、インクタンク４３の良好な密閉性が得られる。
【０２１７】
　（７）インク室５０内の段差底面５０ｂから離間して縦リブ部１１１～１１８が設けら
れているため、注入口５２からインク室５０に注入されたインクは、段差底面５０ｂに沿
うように該段差底面５０ｂと縦リブ部１１１～１１８との間を流動する。さらに、インク
は、縦リブ部１１１～１１８やインク室５０の段差底面５０ｂと交差する後側面５０ｇな
どによって流れが阻害されると、インクには段差底面５０ｂと交差する方向の流れが生じ
る。したがって、インク室５０に収容されたインクに濃度の偏りが生じていた場合であっ
ても、新たにインク室５０に注入されたインクの流れによってインク室５０に収容されて
いたインクが攪拌される。すなわち、注入口５２から前後方向Ｙに離れた位置でも上方へ
の流れを生じさせることができる。したがって、インク室５０内にインクを注入すること
で、インク室５０内に収容されたインクの濃度の偏りを容易に解消することができる。
【０２１８】
　（８）注入口５２から注入されたインクは、導出口５９から導出される。そのため、注
入口５２から見て導出口５９とは反対側の位置では、注入口５２と導出口５９との間の位
置に比べ、導出口５９からのインクの導出に伴ったインクの流れが起こりにくい。その点
、注入口５２から見て導出口５９とは反対側に縦リブ部１１１～１１８が設けられている
ため、導出に伴うインクの流れが起こりにくい位置に存在するインクを、注入口５２から
のインクの注入に伴って攪拌することができる。したがって、インク室５０内にインクを
注入することで、インク室５０内に収容されたインクの濃度の偏りを効率よく解消するこ
とができる。
【０２１９】
　（９）縦リブ部１１１～１１８をインク室５０内の右側面５０ｆから突出形成すること
により、縦リブ部１１１～１１８を容易に形成することができる。さらに、縦リブ部１１
１～１１８を少なくとも２つ形成することにより攪拌可能な領域を増やすことができるた
め、インク室５０のサイズをより大きくすることができる。
【０２２０】
　（１０）段差底面５０ｂと交差する方向に延びている縦リブ部１１１～１１８により、
注入口５２から離れる方向である前後方向Ｙに沿ったインクの流れを阻害することができ
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る。すなわち、インクに渦状の流れを生じさせることにより、インクを攪拌することがで
きる。
【０２２１】
　（１１）交差リブ部１０１～１０３が注入口５２と導出口５９との間に設けられている
ため、注入口５２から導出口５９に向かうインクの流れを阻害することができる。したが
って、例えば、注入口５２からインクを勢いよく注入した場合でも、導出口５９付近のイ
ンクにかかる圧力を低減することができる。
【０２２２】
　（１２）インク室５０に収容されたインクが導出口５９を通じて導出されると、インク
には、上下方向Ｚにおいて異なる位置に位置する連通部１０５，１０６を通過する流れが
生じる。そのため、インク室５０に収容されたインクに濃度の偏りが生じている場合であ
っても、異なる濃度のインクをそれぞれの連通部１０５，１０６を通過させて流動させる
ことができる。さらに、少なくとも２つの交差リブ部１０１～１０３は、連通部１０５，
１０６の位置が互いに異なるため、上下方向Ｚにおいて異なる位置のインクを流動させる
ことができる。したがって、インク室５０に収容されたインクが導出されて液面５１が低
下した場合であっても、液面５１付近の濃度の薄い液体と基底面５０ａ付近の濃度の濃い
液体とを混合させて導出することができる。
【０２２３】
　（１３）注入口５２から離れた位置に位置する第１交差リブ部１０１の基底面５０ａか
らの突出高さを大きくすることによって、注入口５２から導出口５９に向かうインクの流
れをより阻害することができる。一方、注入口５２に近い位置に位置する第２交差リブ部
１０２の基底面５０ａからの突出高さが小さいため、突出高さの大きな第１交差リブ部１
０１に堰き止められたインクが導出口５９から離れる後方に向かう流れが許容される。し
たがって、注入口５２から見て導出口５９から離れた側においてよりインクを攪拌させる
ことができる。
【０２２４】
　（１４）交差リブ部１０１～１０３は、第１延出部１０４を有するため注入口５２から
注入されたインクが交差リブ部１０１～１０３を乗り越えてしまう虞を低減することがで
きる。したがって、導出口５９付近のインクにかかる圧力をより低減することができる。
【０２２５】
　（１５）インク室５０内に収容されたインクの濃度の偏りを容易に解消することができ
る記録装置１２を使用することができる。
　（１６）インクタンク４３は、使用時の姿勢状態では、空気室２００の方がインク室５
０よりも上方に位置し、インク室５０側から連通口２１０を介して空気室２００側にイン
クが入りにくいので、インクが大気開放口６０を通じて外部に漏出することを抑制できる
。
【０２２６】
　（１７）また、インクタンク４３は、使用時の姿勢状態から倒置されたとしても、イン
ク室５０内のインクは連通口２１０を介して一旦は空気室２００の内部空間に受け入れら
れるので、インク室５０から外部へ直接にインクが漏出することを抑制できる。したがっ
て、倒置された場合にも内部に収容しているインクが大気開放口６０を通じて外部に漏出
することを抑制できる。
【０２２７】
　（１８）インク室５０からインクが連通口２１０を介して連通する１つの空気小室２０
０ａに流入したとしても、その空気小室２００ａと連通する次の空気小室２００ｂへは小
さい流路断面積の連通路２２１を通過する必要があるので、大気開放口６０が形成された
空気小室２００ｊ側へのインクの流動が抑制される。したがって、より一層、内部に収容
しているインクが大気開放口６０を通じて外部に漏出することを抑制できる。
【０２２８】
　（１９）インク室５０側から第１空気小室２００ａに流入したインクが更に第１空気小
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室２００ａから第２空気小室２００ｂ側に流動しようとする場合には、第１空気小室２０
０ａと第２空気小室２００ｂとの距離よりも長い距離の連通路２２１内を第１開口２１１
から第２開口２１２まで流動する必要がある。したがって、この長い距離が、第１空気小
室２００ａから第２空気小室２００ｂ側へのインクの流動に対する流路抵抗を大きくする
ので、より一層、内部に収容しているインクが大気開放口６０を通じて外部に漏出するこ
とを抑制できる。
【０２２９】
　（２０）インクタンク４３が倒置されたことによりインク室５０側から空気室２００側
に流入し、さらに第１空気小室２００ａと第２空気小室２００ｂとを連通する連通路２２
１内までインクが流入した場合でも、使用時の姿勢状態に戻すと、連通路２２１内のイン
クは第１開口２１１及び第２開口２１２を介して連通路２２１内から流出する。そのため
、連通路２２１内にインクが残って乾燥することで固化物が連通路２２１内に生じる虞を
回避できる。
【０２３０】
　（２１）気液界面が第１開口２１１付近に来るような状態でインクタンク４３が倒置し
た場合であっても、その第１開口２１１と第２開口２１２とを接続する連通路２２１は、
第１開口２１１及び第２開口２１２よりも仕切り壁４８ｂから離間することで気液界面か
ら遠ざかる流路部分２２１ａを有している。そのため、倒置された場合に最も下側の部位
となる流路部分２２１ａのところで、空気とインクとの気液交換を不可能とすることがで
きる。したがって、連通路２２１よりもインク室５０側に負圧を発生させることができ、
インク室５０側からのインクの漏出を止めることができる。
【０２３１】
　（２２）蛇行状に形成された長溝部２１３ａ～２１３ｃの開口を閉塞するようにフィル
ム２１４を接着して連通路２２１，２２３，２２５を形成するので、インクタンク４３が
倒置された場合にインク室５０側からのインクの漏出を抑制できる効果を好適に発揮でき
る連通路２２１，２２３，２２５を簡単に実現することができる。
【０２３２】
　（２３）スライダー３１０を開弁位置に変位させる際に、スライダー３１０がカム３４
５の凸部３５０を乗り越える必要があるため、カム３４５に作用させる回動トルクが増大
する。そのため、カム３４５が手動操作に従い回動することに伴ってスライダー３１０が
開弁位置に変位する際に、カム３４５の回動操作時における抵抗感が変化する。したがっ
て、インクの流通状態を切替えるために変位させられるスライダー３１０が手動操作に従
って開弁位置に変位したことを容易に認識できる。
【０２３３】
　（２４）カム３４５を手動操作に従って回動させることに伴って、スライダー３１０を
開弁位置から閉弁位置に向けて変位させるときと、スライダー３１０を閉弁位置から開弁
位置に向けて変位させるときとで、スライダー３１０がカム３４５の凸部３５０を乗り越
えるためにカム３４５に作用させる回動トルクの大きさに違いが生じる。そのため、カム
３４５がスライダー３１０を開弁位置及び閉弁位置の何れの方向に向けて変位させるため
に回動しているのかを容易に認識できる。
【０２３４】
　（２５）カム３４５を手動操作に従って回動させることに伴って、スライダー３１０を
開弁位置に変位させるときにスライダー３１０に対して凸部３５０の湾曲面３５１を乗り
越えさせるためにカム３４５に作用させる回動トルクの大きさが相対的に大きい。そのた
め、スライダー３１０が開弁位置に変位するときに、カム３４５の回動操作時における抵
抗感の変化量が大きくなるため、スライダー３１０が開弁位置に変位したことを更に容易
に認識できる。
【０２３５】
　（２６）スライダー３１０を閉弁位置から中間位置に変位させるときには、カム３４５
はスライダー３１０に対して平坦面３４８で当接する状態から湾曲面３５５で当接する状
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態に切り替わる。そのため、スライダー３１０を閉弁位置から中間位置に変位させるとき
に、カム３４５に作用させる回動トルクが変化する。したがって、カム３４５の回動操作
時における抵抗感が変化することにより、スライダー３１０が閉弁位置から中間位置に変
位したことを容易に認識できる。
【０２３６】
　（２７）チョークバルブ４５はタンクケース４２の内側面に取り付けられているため、
タンクケース４２の外部からチョークバルブ４５に衝撃が加わったとしても、この衝撃が
チョークバルブ４５からインクタンク４３に伝わることを抑制できる。また、チョークバ
ルブ４５がタンクケース４２の内側面に取り付けられているので、バルブ開閉操作による
振動等が直接インクタンク４３に伝わることが防止され、インクタンク４３の振動により
インクの液面が振動して気泡が発生する等の不具合を防止できる。また、チョークバルブ
４５をタンクケース４２の内底面に取り付ける場合とは異なり、チョークバルブ４５をタ
ンクケース４２の内底面にねじ止めするためのブラケット３６１をチョークバルブ４５か
らタンクケース４２の厚み方向に延設する必要がないため、タンクケース４２の厚み方向
の寸法を低減することができる。また、チョークバルブ４５をインクタンク４３とは独立
してタンクケース４２に組み付けることができるため、タンクケース４２に対するチョー
クバルブ４５の組み付け性を向上することができる。
【０２３７】
　（２８）インクタンク４３において、段差底面５０ｂ側が基底面５０ａ側よりも高くな
るようにインク室５０が傾斜状態となった場合には、段差底面５０ｂ側から基底面５０ａ
側にインクを流動させて導出口５９からインクを流出させることができる。一方、基底面
５０ａ側が段差底面５０ｂ側よりも高くなるようにインク室５０が傾斜状態となった場合
には、段差底面５０ｂ側へのインクの流動が段差側面５０ｃによって抑制される。そして
、導出口５９は底部の長手方向（前後方向Ｙ）における基底面５０ａ側に設けられている
ので、段差側面５０ｃによって基底面５０ａ側に堰き止められたインクを導出口５９から
流出させることができる。すなわち、インクタンク４３が傾斜状態となった場合にインク
室５０内のインクの全てが流出せず底部に残ってしまうことが回避される。したがって、
傾斜状態となった場合にも、インク室５０の底部に残るインクの量を少なくすることがで
きる。
【０２３８】
　（２９）チョークバルブ４５は、インクタンク４３における底面４３ｃ及び該底面４３
ｃと対向する天面４３ｄ以外の側面を構成する前面４３ｂとタンクケース４２との間に配
設されている。そのため、インクタンク４３の底面４３ｃまたは天面４３ｄとタンクケー
ス４２との間にチョークバルブ４５を配設する場合と比べ、タンクユニット２７の高さを
抑えることができる。
【０２３９】
　（３０）チョークバルブ４５は、インクタンク４３における底面４３ｃ及び該底面４３
ｃと対向する天面４３ｄ以外の側面のうち、最も幅の狭い前面４３ｂとタンクケース４２
との間に配設されている。そのため、インクタンク４３の側面のうち最も幅の狭い前面４
３ｂの幅の範囲内にチョークバルブ４５を収めることができるため、タンクユニット２７
の幅の大型化を抑制できる。
【０２４０】
　（３１）インクタンク４３においては、基底面５０ａは段差底面５０ｂよりも前後方向
Ｙにおける長さが短いので、基底面５０ａが傾斜状態となった場合に、基底面５０ａの前
後方向Ｙにおける端部側となる位置に設けられた導出口５９から流出せずに残るインクの
量を少なくすることができる。
【０２４１】
　（３２）インクタンク４３においては、長手方向の第１端側が高くなるようにインク室
５０が傾斜状態となった場合に、段差側面５０ｃが第１端側寄りに配置される程、段差側
面５０ｃの上端位置が高くなるので、第１端側に設けられた導出口５９付近に高い液面位
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置を保持することができる。したがって、インク室５０の傾斜角度が大きくなった場合に
も、段差側面５０ｃによって基底面５０ａ側に堰き止められたインクを導出口５９から流
出させることができる。
【０２４２】
　（３３）インクタンク４３においては、段差側面５０ｃによって基底面５０ａ側に堰き
止められたインクを集液用凹部５０ｄ内に集液して、導出口５９を通じてインクを流出さ
せることができる。したがって、インク室５０の底部において段差側面５０ｃより基底面
５０ａ側に残るインクの量を少なくすることができる。
【０２４３】
　（３４）インクタンク４３において、注入口５２は段差底面５０ｂよりも低い位置にあ
る基底面５０ａの上方に配置されているので、インクを注入する際にインクが溢れにくい
。
【０２４４】
　（３５）インクタンク４３においては、基底面５０ａは導出口５９側が低くなるように
傾斜しているので、段差側面５０ｃによって基底面５０ａ側に堰き止められたインクを傾
斜に沿って導出口５９側に流動させることができる。したがって、傾斜状態となった場合
にも、インク室５０の底部に残るインクの量を少なくすることができる。
【０２４５】
　（第２実施形態）
　次に、本発明の第２実施形態について図を参照して説明する。なお、この第２実施形態
は、スキャナーユニット１４を備えていない点で第１実施形態の場合とは異なっている。
そして、その他の点では第１実施形態とほぼ同じであるため、同一の構成については同一
符号を付すことによって重複した説明は省略する。
【０２４６】
　図４２に示すように、液体消費装置の一例としての記録装置８５は、前面側に操作ボタ
ン８６を備えている。記録装置８５において操作ボタン８６の下方にあたる位置は、装置
本体８７内から用紙Ｐを排出するための排出口８８が開口している。また、記録装置１２
における排出口８８の下方には、引き出し可能な排紙台８９が収容されている。さらに、
記録装置８５の背面側には、複数の用紙Ｐを積載可能な回動式の媒体支持体９０が取り付
けられている。
【０２４７】
　また、図４２，図４３に示すように、装置本体８７においてタンクユニット２７が取り
付けられる取付面８７ａの前側位置には、上面視楔状の張出部８７ｂが一体形成されてい
る。なお、張出部８７ｂは、装置本体８７とタンクユニット２７との隙間を埋めるように
上方から前方にかけて湾曲して形成されていると共に、張出部８７ｂの前面とタンクユニ
ット２７の前面とが面一となる。
【０２４８】
　さらに、図４４に示すように、タンクユニット２７は、装置本体８７との下側部分の隙
間を埋める断面Ｌ字状のスペーサー９１を介して装置本体８７に固着されている。なお、
スペーサー９１は、前後方向Ｙにおいて張出部８７ｂから第４ケース係止部６８ｄと対応
する係合凹部７２にかけて設けられている。そして、スペーサー９１は、第４ケース係止
部６８ｄが形成された係合凹部７２と係合する。
【０２４９】
　次に、タンクユニット２７を記録装置８５に取り付ける際の作用について説明する。
　図４４に示すように、まずインクタンク４３を固着したタンクケース４２をスペーサー
９１を介在させた状態で取付面８７ａに位置合わせする。なお、このときスペーサー９１
は、図示しない係合部がボス部３８と係合すると共に、第４ケース係止部６８ｄが形成さ
れた係合凹部７２と係合して位置合わせされる。
【０２５０】
　そして、タンクケース４２が取付面８７ａに位置合わせされた状態でケース係止部６８
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ａ～６８ｅにねじ３６を螺着してタンクケース４２と装置本体８７とを固着する。
　続いて、タンクケース４２が装置本体８７に固着された状態において、カバー４４をタ
ンクケース４２の後方からレール部７６ａ，７６ｂと摺接部８０とが係合するように装着
する。
【０２５１】
　上記第２実施形態によれば、上記第１実施形態と同様の作用効果を得ることができる。
　（第３実施形態）
　次に、本発明の第３実施形態について図を参照して説明する。なお、この第３実施形態
は、収容体ケース１２５の形状が第１実施形態の場合とは異なっている。そして、その他
の点では第１実施形態とほぼ同じであるため、収容体ケース１２５の内部の構成であって
も、同一の構成部分については同一符号を付すことによって重複した説明は省略する。
【０２５２】
　図４５に示すように、収容体ケース１２５は、収容体開口部１２５ａを有する有底箱状
をなしている。さらに、収容体ケース１２５には、タンクケース（図示略）に固着される
際に取り付けられる取付ねじ６１を係止する少なくとも１つ（本実施形態では２つ）のタ
ンク係止部１２６が収容体ケース１２５の下側に形成されている。一方、図示しないタン
クケースには、タンク係止部１２６と対応する位置に取付ねじ６１が螺合可能な螺合部（
図示略）が形成されている。
【０２５３】
　図４５～図４７に示すように、インク室５０には、少なくとも２つ（本実施形態では６
つ）の第１リブの一例としての横リブ部１３１～１３６が形成されている。横リブ部１３
１～１３６は、段差底面５０ｂに沿う方向に延びている。すなわち、横リブ部１３１～１
３６は、前後方向Ｙ及び左右方向Ｘに沿って延びると共に、前後方向Ｙにおいて注入口５
２から見て導出口５９とは反対側の位置に設けられている。
【０２５４】
　なお、横リブ部１３１～１３６は、上下方向Ｚに間隔を有して少なくとも１列（本実施
形態では２列）形成されている。そして、横リブ部１３１～１３６は、重力方向において
注入口と段差底面５０ｂとの間に位置している。また、各列を構成する（本実施形態では
３つの）横リブ部同士は、前後方向Ｙに互いに間隔を有すると共に、前後方向Ｙにおいて
インク室５０の後側面５０ｇとも間隔を有して形成されている。すなわち、第１横リブ部
１３１～第３横リブ部１３３は、前後方向Ｙに互いに間隔を有し、第４横リブ部１３４～
第６横リブ部１３６は、第１横リブ部１３１～第３横リブ部１３３よりも上方位置で前後
方向Ｙに互いに間隔を有している。
【０２５５】
　すなわち、横リブ部１３１～１３６は、段差底面５０ｂ及び仕切り壁１２５ｂと隙間を
有して形成されているため、段差底面５０ｂに対して上方に距離を置いて位置している。
なお、各横リブ部１３１～１３６の上下両側には、収容体ケース１２５の収容体開口部１
２５ａ側から右側面５０ｆ側（右側）に向かって前後方向Ｙの幅が徐々に広くなるように
正面視で略直角三角形状をなす第３延出部１３７が右側面５０ｆと直交して形成されてい
る。
【０２５６】
　そして、横リブ部１３１～１３６と第３延出部１３７は、収容体ケース１２５の右側面
５０ｆと直交すると共に、右側面５０ｆ側から収容体開口部１２５ａ側に向かって突出す
るように収容体ケース１２５と一体成型されている。換言すると、横リブ部１３１～１３
６と第３延出部１３７は、右側面５０ｆから突出形成されている。
【０２５７】
　さらに、左右方向Ｘにおいて横リブ部１３１～１３６の幅は、収容体ケース１２５の右
側面５０ｆから収容体開口部１２５ａまでの幅と略等しい。そのため、収容体開口部１２
５ａにフィルム４９が接着されると、横リブ部１３１～１３６の左端となる接着面１３１
ａ～１３６ａにもフィルム４９が接着される。
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【０２５８】
　次に、インクが注入されるインク室５０内の作用について説明する。
　さて、図４５に示すように注入口５２から注入されたインクは、段差底面５０ｂに沿う
ように後方へ流れる。そのため、インクの注入に伴ってインク室５０内における液面（図
示略）が上昇して横リブ部１３１～１３６が形成された位置に達すると、横リブ部１３１
～１３６の下側を通って後方へ向かうインクの流れが、インクの流動方向と交差する後側
面５０ｇに沿うように上方への流れに変化する。さらに、インクは、下側に位置する第１
横リブ部１３１～第３横リブ部１３３の上側を通って前方へ流れる。
【０２５９】
　したがって、インク室５０内では、縦リブ部１１１～１１８を形成して流れを阻害する
場合に比べてより早い流速でインクが流れることになる。そのため、例えば、インクを何
度かに分けて注入した場合には、先に注入されたインクが、後から注入されたインクに押
されるようにして流動する。すなわち、注入口５２から新たにインクを注入することによ
ってインク室５０内に残存していたインクが攪拌されるため、インク室５０内のインクに
濃度の偏りが生じていた場合でも、インク濃度の偏りが低減される。
【０２６０】
　そして、さらにインクが注入されてインクの液面５１が上側に位置すると、第１横リブ
部１３１～第３横リブ部１３３の上側を通る液体の流れに加え、第４横リブ部１３４～第
６横リブ部１３６の上側を通る流れも生じる。
【０２６１】
　上記第３実施形態によれば、以下のような効果を得ることができる。
　（３４）段差底面５０ｂに沿う方向に延びている横リブ部１３１～１３６により、段差
底面５０ｂに沿って流れるインクの流れが段差底面５０ｂと交差する上方向に変更された
後、さらに横リブ部１３１～１３６に沿ってインクを流動させることができる。したがっ
て、インクの流れが衝突するのを抑制することができるため、段差底面５０ｂに沿う方向
に流れるインクの流速を上げることができる。
【０２６２】
　なお、上記各実施形態は以下のように変更してもよい。
　・上記各実施形態において、タンクユニット２７のインク室５０に収容されたインクを
液体噴射ヘッド３２に供給するチューブ３１を必ずしも備えなくてもよい。例えば、タン
クユニット２７がキャリッジ２９上に配置された構成であってもよい。
【０２６３】
　・上記各実施形態において、インクタンク４３とタンクケース４２との間に、フィルム
４９の領域外部位４９ａ，４９ｂ，４９ｃ，４９ｄが収納可能な隙間が設けられなくても
よい。例えば、フィルム４９の領域外部位４９ａ，４９ｂ，４９ｃ，４９ｄが収容体開口
部４８ａからのはみ出し幅が狭くて外観上問題とならない場合は、インクタンク４３とタ
ンクケース４２との間の隙間は不要である。
【０２６４】
　・上記各実施形態において、貫通孔４９Ｈは必ずしも収容体開口部４８ａの長手方向に
おいて互いに離れたフィルム４９の２位置に設けられなくてもよい。例えば、収容体開口
部４８ａの短手方向において互いに離れたフィルム４９の２位置に設けられてもよい。さ
らに、貫通孔４９Ｈは、２位置以上（例えば３位置）設けられてもよい。
【０２６５】
　・上記各実施形態において、貫通孔４９Ｈは、領域外部位４９ａ，４９ｂ，４９ｃ，４
９ｄのうちいずれか一つの部位にのみ設けられてもよい。また、貫通孔４９Ｈの形状は、
例えば丸孔以外に四角形などの矩形孔などでもよい。あるいは、互いに異なる形状や大き
さであってもよい。要は位置決めが可能な形状であればどのような形状であってもよい。
【０２６６】
　・上記各実施形態において、図４８に示すように、インク室５０内に段差底面５０ｂに
対して傾いた第１斜方リブ部１４１を形成してもよい（第１変形例）。すなわち、第１斜
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方リブ部１４１は、左右方向Ｘに沿う方向に沿って延びると共に、上端が下端よりも前側
に位置するように上下方向Ｚに対して傾いている。なお、第１斜方リブ部１４１は、少な
くとも１つもしくは少なくとも２つ（図４８では６つ）設けられ、段差底面５０ｂ及び仕
切り壁４８ｂと離間すると共に、前後方向Ｙに互いに間隔を有して形成されている。また
、第１斜方リブ部１４１は、インク室５０の後側面５０ｇとも前後方向Ｙに間隔を有して
いる。
【０２６７】
　・上記各実施形態において、図４９に示すように、インク室５０内に段差底面５０ｂに
対して傾いた第２斜方リブ部１４２を形成してもよい（第２変形例）。すなわち、第２斜
方リブ部１４２は、左右方向Ｘに沿う方向に沿って延びると共に、下端が上端よりも前側
に位置するように上下方向Ｚに対して傾いている。なお、第２斜方リブ部１４２は、少な
くとも１つもしくは少なくとも２つ（図４９では６つ）設けられ、段差底面５０ｂ及び仕
切り壁４８ｂと離間すると共に、前後方向Ｙに互いに間隔を有して形成されている。また
、第２斜方リブ部１４２は、インク室５０の後側面５０ｇとも前後方向Ｙに間隔を有して
いる。
【０２６８】
　・上記各実施形態において、図５０に示すように、インク室５０内に第１縦リブ部１１
１及び第２縦リブ部１１２と、第２横リブ部１３２、第３横リブ部１３３、第５横リブ部
１３５、第６横リブ部１３６を設けてもよい（第３変形例）。すなわち、縦リブ部１１１
～１１８と、横リブ部１３１～１３６とを任意に組み合わせて設けてもよい。また、縦リ
ブ部１１１～１１８と、横リブ部１３１～１３６の数も、任意に選択することができる。
すなわち、例えば後リブ部を後側に設けると共に、横リブ部を前側に設けてもよい。また
、前後方向Ｙにおいて縦リブ部と横リブ部を交互に設けてもよい。
【０２６９】
　・上記各実施形態において、図５１に示すように、縦リブ部１１１～１１８の上下方向
Ｚに沿う大きさを互いに異ならせてもよい（第４変形例）。すなわち、例えば、縦リブ部
１１１～１１８における上下方向Ｚの大きさを、注入口５２に近い位置（前側）に位置す
る第１縦リブ部１１１を最も大きくし、注入口５２から離れた位置（後側）に位置する第
８縦リブ部１１８にかけて徐々に小さくしてもよい。そして、縦リブ部１１１～１１８は
、上下方向Ｚのサイズが小さいものほど、段差底面５０ｂから大きく離間して設けられる
。
【０２７０】
　注入口５２から離れた位置に位置する縦リブ部１１１～１１８は、段差底面５０ｂから
大きく離間しているため、段差底面５０ｂから離れた位置で渦を生じさせることができる
。したがって、インクの濃度の偏りが大きくなりやすい注入口５２から離れた位置におい
て、段差底面５０ｂ付近の濃度の濃いインクと液面５１付近の濃度の薄いインクとを攪拌
することができるため、よりインクの濃度の偏りを低減することができる。
【０２７１】
　・上記各実施形態において、図５２に示すように、前後方向Ｙにおいて隣り合う縦リブ
部１１１～１１７同士の間隔を異ならせてもよい（第５変形例）。すなわち、縦リブ部１
１１～１１７は、前側に位置する第１縦リブ部１１１と第２縦リブ部１１２との間隔が最
も狭く、後側に位置するものほど大きくなるように設けられている。すなわち、前後方向
Ｙにおいて隣り合う縦リブ部同士の間隔が前側に比べて後側が大きい。なお、縦リブ部の
数も３つ以上であれば、任意に選択することができる。
【０２７２】
　縦リブ部１１１～１１７に流れが阻害されることに伴って生じる渦状の流れは、インク
が流れる方向である前後方向Ｙで隣り合う縦リブ部１１１～１１７同士の間で生じる。そ
して、縦リブ部１１１～１１７同士の間隔が広いほど大きな渦状の流れが生じる。その点
、注入口５２から離れた位置で隣り合う縦リブ部１１１～１１７同士の間隔が大きいため
、注入口５２から離れた位置でより大きな渦状の流れを生じさせることができる。したが
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って、インクの濃度の偏りが大きくなりやすい注入口５２から離れた位置において、液面
５１付近の濃度の薄いインクをも流動させることができるため、よりインクの濃度の偏り
を低減することができる。
【０２７３】
　・上記各実施形態において、図５３に示すように、突出部１２１，１２２の前側の面を
段差底面５０ｂに対して注入口５２から遠ざかる後方向に向けて鋭角をなすように交差す
るように設けてもよい（第６変形例）。また、突出部１２１，１２２の後側の面を段差底
面５０ｂに対して注入口５２側に近づく前方向に向けて鋭角をなすように交差するように
設けてもよい。
【０２７４】
　注入口５２から注入されたインクは段差底面５０ｂに沿って流動する。そして、突出部
１２１における前側の面は、段差底面５０ｂに対してインクの流動方向となる後方向に向
けて鋭角をなすように交差している。すなわち、流路抵抗が低減されるため、インクタン
ク４３の剛性を確保しつつ、インク室５０に注入されたインクを注入口５２から離れる後
方に良好に流動させることができる。また、突出部１２１の後側の面が段差底面５０ｂに
対して前方向に向けて鋭角をなすように交差しているため、さらに流路抵抗を低減するこ
とができる。
【０２７５】
　・上記各実施形態において、図５３に示すように、突出部１２１を設ける場合には、前
後方向Ｙにおいて第１突出部１２１に近い位置に位置する縦リブ部を設けない構成として
もよい。すなわち、例えばインク室５０内に第１縦リブ部１１１、第４縦リブ部１１４、
第７縦リブ部１１７、第８縦リブ部１１８を設ける構成としてもよい。この場合には、前
後方向Ｙにおいて第１突出部１２１を挟んで配置された第１縦リブ部１１１と第４縦リブ
部１１４同士の間隔と、第４縦リブ部１１４と第７縦リブ部１１７同士の間隔は、他の第
７縦リブ部１１７と第８縦リブ部１１８同士の間隔よりも大きい。
【０２７６】
　突出部１２１を挟んで配置された縦リブ部同士の間隔を大きくすることにより、突出部
１２１によって流動方向が変化したインクの流れが縦リブ部によって阻害されてしまう虞
を低減することができる。すなわち、突出部１２１を挟んで配置された縦リブ部の間隔を
小さくする場合に比べて注入口５２から離れる後方向に流動する流路抵抗を低減すること
ができる。したがって、インクタンク４３の剛性を確保しつつ、インク室５０に注入され
たインクを注入口５２から離れる方向に良好に流動させることができる。
【０２７７】
　・上記各実施形態において、交差リブ部１０１～１０３の高さは任意に変更してもよい
。例えば、図５４に示すように、交差リブ部１０１～１０３は、前側に位置するものほど
基底面５０ａからの突出高さを小さくしてもよい（第７変形例）。すなわち、第２交差リ
ブ部１０２の突出高さを、第１交差リブ部１０１の突出高さよりも大きくすると共に、第
３交差リブ部１０３の突出高さよりも小さくしてもよい。
【０２７８】
　また、図５５に示すように、第１交差リブ部１０１の突出高さを第２交差リブ部１０２
の突出高さよりも小さくすると共に、第３交差リブ部１０３の突出高さよりも大きくして
もよい（第８変形例）。
【０２７９】
　交差リブ部１０１～１０３の高さを変更した場合であっても、インク室５０に収容され
るインクは、液面５１の高さに応じて各交差リブ部１０１～１０３の連通部１０５及び１
０６を通過する。したがって、液面が変動した場合でも、上下方向Ｚにおいて異なる位置
のインクを通過させることができる。
【０２８０】
　・上記各実施形態において、突出部１２１，１２２を設けない構成としてもよい。また
、突出部１２１は、基底面５０ａもしくは段差底面５０ｂに設けられていればよく、基底
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面５０ａもしくは段差底面５０ｂから突出していれば、いずれの方向に沿って延びるもの
であってもインクタンク４３の剛性を高めることができる。すなわち、例えば突出部１２
１を前後方向Ｙ及び上下方向Ｚに沿って形成してもよい。また、突出部１２１を、上下方
向Ｚに対して傾いて形成してもよい。
【０２８１】
　・上記各実施形態において、第１延出部１０４、第２延出部１１９、第３延出部１３７
を設けない構成としてもよい。
　・上記各実施形態において、交差リブ部１０１～１０３を湾曲もしくは屈曲状に形成し
てもよい。なお、この場合、交差リブ部１０１～１０３は、後方に向かって湾曲もしくは
屈曲しているのが好ましい。交差リブ部１０１～１０３の上端を下端よりも後側に位置さ
せることにより、注入口５２から注入されたインクが交差リブ部１０１～１０３を乗り越
える虞を低減し、インクの流れを後側へと誘導することができる。
【０２８２】
　・上記各実施形態において、基底面５０ａからの交差リブ部１０１～１０３の突出高さ
を同じにしてもよい。
　・上記各実施形態において、交差リブ部１０１～１０３は、基底面５０ａから離間して
設けてもよい。すなわち、縦リブ部１１１～１１８を前後方向Ｙにおいて注入口５２と導
出口５９の間に設けてもよい。
【０２８３】
　・上記各実施形態において、交差リブ部１０１～１０３を１つ設ける構成としてもよい
。また、交差リブ部１０１～１０３を１つ設ける場合には、導出口５９に近い位置に位置
する第１交差リブ部１０１を設けるのが好ましい。また、第１リブ部１０１及び第２リブ
部１０２は、第２連通部１０６を設けない構成としてもよい。すなわち、第１交差リブ部
１０１及び第２交差リブ部を上面５０ｅから突出するように形成してもよい。第１交差リ
ブ部１０１及び第２交差リブ部１０２を上面５０ｅから突出されることにより、注入口５
２から注入されたインクが第１交差リブ部１０１及び第２交差リブ部１０２を越えて導出
口５９側に流れる虞がより低減することができる。さらに、第２連通部１０６は、上面５
０ｅと第１交差リブ部１０１及び第２交差リブ部１０２の各々との間に設けてもよい。第
２連通部１０６を上面５０ｅ側に設けることにより、第１交差リブ部１０１及び第２交差
リブ部によって仕切られる第１領域と第２領域とでインクの液面５１の上下方向における
位置を揃えることができる。
【０２８４】
　・上記各実施形態において、第２連通部１０６を第１連通部１０５と同様に交差リブ部
１０１～１０３を接着面１０１ａ～１０３ａを凹み形成することによって設けてもよい。
また、第１連通部１０５は、第２連通部１０６と同様に、インク室５０において左右方向
に亘って設けてもよい。
【０２８５】
　・上記各実施形態において、縦リブ部１１１～１１８は、仕切り壁４８ｂから突出して
いてもよい。また、交差リブ部１０１～１０３は、インク室５０の上面５０ｅから突出し
ていてもよい。なお、この場合には、縦リブ部１１１～１１８及び交差リブ部１０１～１
０３に仕切られた領域同士で空気が行き来可能な連通部を形成するのが好ましい。
【０２８６】
　・上記各実施形態において、交差リブ部１０１～１０３を設けない構成としてもよい。
　・上記各実施形態において、２つの縦リブ部を前後方向Ｙに距離をおいて設けると共に
、上下方向Ｚおいて互いに位置が異なるように設けてもよい。すなわち、例えば上下方向
のサイズが同じ縦リブ部を、基底面５０ａからの離間距離が異なるように設けてもよい。
【０２８７】
　・上記第３実施形態において、横リブ部１３１～１３６は、一列設けてもよい。また、
同列の横リブ部１３１～１３６は、前後方向に連続した１つの横リブ部としてもよい。ま
た、縦リブ部１１１～１１８もいずれか１つ設ける構成としてもよい。
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【０２８８】
　・上記各実施形態において、縦リブ部１１１～１１８もしくは横リブ部１３１～１３６
は、収容体ケース４８，１２５の右側面５０ｆに対して接着もしくは係合などによって固
着してもよい。また、フィルム４９に縦リブ部１１１～１１８もしくは横リブ部１３１～
１３６を設けてもよい。
【０２８９】
　・上記各実施形態において、第１開口２１１及び第２開口２１２は、隣り合う２つの空
気小室（例えば第１空気小室２００ａと第２空気小室２００ｂ）の各々の内奥側の面部位
における仕切り壁４８ｂから最も遠く離れた天井面の付近にそれぞれ形成してもよい。す
なわち、図５６に示す第９変形例のように、２つの空気小室（例えば第１空気小室２００
ａと第２空気小室２００ｂ）間の区画壁（例えば第１区画壁２０１）の壁面付近となる隅
角の各位置に当該区画壁２０１を基準にして線対称となる各位置にそれぞれ形成してもよ
い。
【０２９０】
　また、この場合において、収容体ケース４８の側壁４８ｃの外側面に形成される長溝部
は、図５７に示すような、直線状の長溝部２３０ａ～２３０ｃに形成してもよい。このよ
うな構成とした場合でも、インクタンク４３が倒置された場合には、図５８に示すように
、空気室２００側では、連通口２１０を介して直接的にインク室５０と連通している第１
空気小室２００ａが流入したインクで満たされる。そして更に、長溝部２３０ａと対応し
た直線状の連通路２２１を介して第１空気小室２００ａと連通する第２空気小室２００ｂ
内にも第１空気小室２００ａ側から少しずつインクが流入する。
【０２９１】
　しかし、この場合も、倒置された状態では直線状の連通路２２１の部分が最も下方に位
置するため、この連通路２２１の部分までインクで満たされると、その連通路２２１内で
は気液交換が不可能となる。その結果、インク室５０に負圧が発生するようになり、その
負圧と水頭圧とが釣り合って、空気室２００側へのインクの流入が止まるようになる。
【０２９２】
　また、その状態で前後方向Ｙへの加速度がかかる振動が加えられた場合でも、図５９及
び図６０に示すように、連通路２２１で繋がった第１空気小室２００ａ及び第２空気小室
２００ｂに流入しているインクは加速度がかかる向きに行き来するだけで、更に大気開放
口６０側となる第３空気小室２００ｃ内へ流出することはない。
【０２９３】
　・上記各実施形態において、第１開口２１１及び第２開口２１２は、仕切り壁４８ｂか
らの距離が等しくなくてもよい。例えば、図６１に示す第１０変形例のように、第１開口
２１１が仕切り壁４８ｂから最も遠く離れた天井面付近に形成される一方、第２開口２１
２が仕切り壁４８ｂの近くに形成される構成としてもよい。なお、この場合は、図６２に
示すように、収容体ケース４８の側壁４８ｃの外側面に形成される長溝部は、傾斜する直
線状の長溝部２３０ａ～２３０ｃに形成するとよい。
【０２９４】
　この場合も、倒置された状態では直線状の長溝部２３０ａと対応する連通路２２１にお
いて第１開口２１１の部分が最も下方に位置することになるため、この連通路２２１の第
１開口２１１の部分までインクで満たされると、その連通路２２１内では気液交換が不可
能となる。したがって、インク室５０に負圧が発生するようになり、その負圧と水頭圧と
が釣り合って、空気室２００側へのインクの流入が止まるようになる。
【０２９５】
　・上記各実施形態において、第１空気小室２００ａと第２空気小室２００ｂ、第３空気
小室２００ｃと第４空気小室２００ｄ、第５空気小室２００ｅと第６空気小室２００ｆを
各々連通する連通路２２１，２２３，２２５が、それらの各空気小室同士を区画している
区画壁２０１，２０３，２０５に貫通形成される構成であってもよい。例えば、図６３に
示すように、第１，第３，第５の各区画壁２０１，２０３，２０５を境にして隣り合う両
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空気第１１変形例の小室の内奥の側面に第１開口２１１と第２開口２１２を形成すること
なく、図６４（ａ）（ｂ）に示すように、前後方向Ｙで隣り合う両区画壁に仕切り壁４８
ｂからの距離が互いに異なる連通路を貫通形成してもよい。
【０２９６】
　因みに、図６４（ａ）は第１空気小室２００ａ側から偶数番目（２番目）の第２区画壁
２０２における仕切り壁４８ｂ寄りで収容体開口部４８ａ側となる隅角部に連通路２２２
が前後方向Ｙに貫通形成された状態を図示している。また、図６４（ｂ）は第１空気小室
２００ａ側から奇数番目（５番目）の第５区画壁２０５における仕切り壁４８ｂから最も
離れた天井面寄りで第５空気小室２００ｅの内奥の側面側となる隅角部に連通路２２５が
前後方向Ｙに貫通形成された状態を図示している。
【０２９７】
　換言すると、第１連通路の一例である連通路２２１，２２３，２２５は、矩形状をなす
奇数番目の区画壁の壁面における１つの角部に貫通形成される。その一方、第２連通路の
一例である連通路２２２，２２４，２２６は、奇数番目の区画壁の壁面を前後方向Ｙで対
向する同じく矩形状をなす偶数番目の区画壁の壁面に投影した場合に、その壁面において
投影された一つの角部と対角に位置する他の１つの角部に形成されることになる。
【０２９８】
　このように構成した場合は、奇数番目の区画壁に貫通形成された連通路２２１，２２３
，２２５を第１連通路とし、偶数番目の区画壁に貫通形成された連通路２２２，２２４，
２２６を第２連通路としたとき、インクタンク４３が倒置された状態のときには、第１連
通路及び第２連通路のうち何れか一方の連通路の部分が気液界面から遠ざかることになる
。したがって、この場合もインク室５０に負圧を発生させることができ、インク室５０か
らのインクの流出を抑制できる。なお、第１連通路と第２連通路は、前後方向Ｙに連続す
る各区画壁２０１～２０９に対して第１連通路と第２連通路を交互に形成する場合に限ら
ず、例えば前後方向Ｙに連続する少なくとも２つの区画壁に第１連通路を形成し、それに
続けて前後方向に連続する他の少なくとも１つの区画壁に第２連通路を形成するようにし
てもよい。
【０２９９】
　また、この場合は、第１開口２１１と第２開口２１２との間を繋ぐ長溝部２１３ａ～２
１３ｃ等を形成する必要がなく、また、そのような長溝部２１３ａ～２１３ｃ等の開口を
閉塞するようにフィルム２１４を接着する必要もないので、簡単に連通路の構成を得るこ
とができる。しかも、矩形状の区画壁における対角位置の隅角部に連通路を貫通形成する
だけでよいため、倒置された場合のインクの漏出を抑制できる構成を簡単に実現すること
ができる。
【０３００】
　さらに、この場合は、第１連通路（例えば連通路２２５）と第２連通路（例えば連通路
２２２）が第１区画壁と仕切り壁４８ｂとに平行な方向（一例として上下方向Ｚ及び左右
方向Ｘ）において互いに異なる位置に配置されている。したがって、上下逆さまに倒置さ
れた場合だけでなく、例えば横倒し状態とされた場合にも、第１連通路及び第２連通路の
うち気液界面から遠ざかった側の連通路の部分で気液交換を不可能とすることができ、イ
ンク室５０に負圧を発生させることでインク室５０からのインクの漏出を抑制することが
できる。
【０３０１】
　・図６３及び図６４に示す第１１変形例において、第１連通路と第２連通路は矩形の区
画壁の対角線位置に限らず、上下方向Ｚ及び左右方向Ｘで互いに異なる位置に各々形成さ
れていればよい。また、倒置された場合に第１連通路と第２連通路の何れか一方が気液界
面から遠ざかった位置となればよいので、その意味では、第１連通路と第２連通路は上下
方向Ｚで互いに異なる位置に各々形成されていればよく、その場合において何れの連通路
が上側にあってもよい。
【０３０２】
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　・図６１及び図６２に示す第１０変形例において、第１開口２１１と第２開口２１２は
、使用時の姿勢状態で第２開口２１２の方が第１開口２１１よりも上側に位置する構成で
あってもよい。
【０３０３】
　・上記各実施形態及び変形例において、蛇行状の長溝部２１３ａ～２１３ｃ及び蛇行状
の細溝２１９は、円弧状やＶ字状などの曲線形状に溝を形成してもよく、また、直線状の
細溝２１５及び直線状の長溝部２３０ａ～２３０ｃは、蛇行形状や湾曲形状など非直線状
に溝を形成してもよい。さらに、これらの溝を覆うように接着される被覆部材はフィルム
以外に例えば薄い樹脂製シートやプレートなどでもよい。
【０３０４】
　・上記各実施形態及び変形例において、区画壁２０１～２０９に貫通形成される連通路
は、当該区画壁の隅角部に矩形状に切り欠くように形成する以外に、区画壁の隅角部以外
の面部位を厚さ方向に貫通する貫通孔であってもよい。
【０３０５】
　・上記各実施形態及び変形例において、長溝部２１３ａ～２１３ｃに対応した連通路２
２１，２２３，２２５における仕切り壁４８ｂから離間した流路部分２２１ａ，２２３ａ
，２２５ａは、非直線状をなしていてもよい。また、連通路２２１，２２３，２２５にお
いて仕切り壁４８ｂからの距離が仕切り壁４８ｂから第１開口２１１への距離よりも大き
い部分は、水平方向に延びる流路部分２２１ａ，２２３ａ，２２５ａであることは必要で
なく、その連通路２２１，２２３，２２５の少なくとも一部であればよい。
【０３０６】
　・上記各実施形態において、チョークバルブ４５は、インクタンク４３の内部に搭載し
てもよいし、インクタンク４３の外面に取り付けてもよい。
　・上記各実施形態において、２以上のインクタンク４３が横並びの配置態様で連結され
て構成された集合体がタンクケース４２に収容される構成としてもよい。この場合、チョ
ークバルブ４５は、各インクタンク４３の底面４３ｃが構成する集合体の底面、及び各イ
ンクタンク４３の天面４３ｄが構成する集合体の天面を除く、集合体における他の側面と
タンクケース４２との間に配設されることが望ましい。
【０３０７】
　・上記各実施形態において、スライダー３１０が閉弁位置に位置するときに、カム３４
５の外周面においてスライダー３１０の凸条３１７が当接する面部位が湾曲面状をなして
もよい。
【０３０８】
　・上記各実施形態において、チョークバルブ４５が閉弁状態から開弁状態に切り替わる
際に、凸部３５０においてスライダー３１０の凸条３１７が摺接する湾曲面３５１が凸状
をなすように湾曲してもよい。また、チョークバルブ４５が開弁状態から閉弁状態に切り
替わる際に、凸部３５０においてスライダー３１０の凸条３１７が摺接する湾曲面３５２
が凹状をなすように湾曲してもよい。
【０３０９】
　この構成では、スライダー３１０の凸条３１７がカム３４５の凸部３５０を乗り超える
際にスライダー３１０からカム３４５の外周面に作用する回動抵抗は、チョークバルブ４
５を開弁状態から閉弁状態に切り替える場合の方が、チョークバルブ４５を閉弁状態から
開弁状態に切り替える場合よりも大きくなる。そのため、カム３４５を手動操作に従って
回動させることに伴って、スライダー３１０を開弁位置から変位させるときにスライダー
３１０に対して凸部３５０の湾曲面３５５を乗り越えさせるためにカム３４５に作用させ
る回動トルクの大きさが相対的に大きくなる。したがって、カム３４５の凸部３５０がス
ライダー３１０の凸条３１７によって安定して係止されるため、チョークバルブ４５を開
弁状態にて信頼性良く維持することができる。
【０３１０】
　・上記各実施形態において、カム３４５の凸部３５０は、チョークバルブ４５が開弁状
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態と閉弁状態との間で切り替わる際にスライダー３１０が摺接する面は、必ずしも湾曲面
状をなす必要はなく、例えば、屈曲面状や平坦面状をなしてもよい。
【０３１１】
　・上記各実施形態において、カム３４５の凸部３５０は、チョークバルブ４５が閉弁状
態から開弁状態に切り替わる際にスライダー３１０の凸条３１７が摺接する面と、チョー
クバルブ４５が開弁状態から閉弁状態に切り替わる際にスライダー３１０の凸条３１７が
摺接する面とが同一の形状であってもよい。
【０３１２】
　・上記各実施形態において、カム３４５の外周面のうち、スライダー３１０が閉弁位置
に位置するときにスライダー３１０が当接する面部位となる、回動軸３３１から最も離れ
た面部位の近傍に凸部３５０を形成してもよい。
【０３１３】
　この構成では、スライダー３１０を閉弁位置に変位させる際に、スライダー３１０がカ
ム３４５の凸部３５０を乗り越える必要があるため、カム３４５に作用させる回動トルク
が増大する。そのため、カム３４５が手動操作に従い回動することに伴ってスライダー３
１０が閉弁位置に変位する際に、カム３４５の回動操作時における抵抗感が変化する。し
たがって、インクの流通状態を切替えるために変位させられるスライダー３１０が手動操
作に従って閉弁位置に変位したことを容易に認識できる。
【０３１４】
　・上記各実施形態のインクタンク４３において、図６５の第１２変形例に示すように、
長手方向（前後方向Ｙ）における第１端側（図６５では右端側）に設けられた基底面５０
ａに集液用凹部５０ｄ（図５参照）を設けず、導出口５９を基底面５０ａの前後方向Ｙに
おける第２端側（図６５では左端側となる段差側面５０ｃ側）に設けてもよい。なお、図
６５及び図６６においては、フィルム４９（図４参照）の図示を省略している。
【０３１５】
　この場合には、インクタンク４３の基底面５０ａ側が段差底面５０ｂ側よりも高くなる
ようにインク室５０が傾斜状態となった場合には、段差底面５０ｂ側へのインクの流動が
段差側面５０ｃによって抑制される。そして、導出口５９は基底面５０ａの長手方向（前
後方向Ｙ）における段差側面５０ｃ側（図６５では左端側）に設けられているので、段差
側面５０ｃによって基底面５０ａ側に堰き止められたインクを導出口５９から流出させる
ことができる。
【０３１６】
　一方、図６６に示すように、インクタンク４３の段差底面５０ｂ側が基底面５０ａ側よ
りも高くなるようにインクタンク４３が傾斜状態となった場合には、段差底面５０ｂ側か
ら基底面５０ａ側にインクが流動する。そのため、インク室５０に収容されたインクを、
導出口５９を通じて流出させることができる。
【０３１７】
　・上記各実施形態のインクタンク４３において、インク室５０の底部に複数（少なくと
も２つ以上）の段差底面５０ｂが前後方向Ｙに沿って階段状に設けられるようにしてもよ
い。この構成によれば、２つ以上の段差底面５０ｂが前後方向Ｙに沿って階段状に設けら
れるので、その段差が形成された容積の分、傾斜によって段差側面５０ｃよりも段差底面
５０ｂ側に溜まるインクの量を少なくすることができる。したがって、インク室５０が傾
斜状態となった場合に導出口５９から流出せずに残るインクの量を少なくすることができ
る。
【０３１８】
　・上記各実施形態において、インクタンク４３に設けられた段差底面５０ｂは、基底面
５０ａ側が低くなるように傾斜していてもよい。この構成によれば、段差底面５０ｂ側に
あるインクを傾斜に沿って基底面５０ａ側に流動させることができるので、インクタンク
４３が傾斜状態となった場合にも、インク室５０の底部に残るインクの量を少なくするこ
とができる。
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【０３１９】
　・上記各実施形態のインクタンク４３において、段差側面５０ｃの上端側が段差底面５
０ｂの長手方向における長さを短くする方向に向けて傾斜していてもよい。
　・上記各実施形態のインクタンク４３において、基底面５０ａが長手方向（前後方向Ｙ
）において導出口５９側が低くなるように傾斜していてもよい。
【０３２０】
　・上記各実施形態のインクタンク４３において、基底面５０ａが傾斜していなくてもよ
い。
　・上記各実施形態のインクタンク４３において、長手方向（前後方向Ｙ）における基底
面５０ａと段差底面５０ｂの長さを等しくしてもよいし、基底面５０ａの前後方向Ｙにお
ける長さが段差底面５０ｂよりも長くなるようにしてもよい。
【０３２１】
　・上記各実施形態のインクタンク４３において、インク室５０の長手方向（前後方向Ｙ
）の中央付近に基底面５０ａを設け、その両端側に段差底面５０ｂを設けてもよい。この
場合には、インクタンク４３の傾斜時に、長手方向におけるどちらの端部側が高くなって
もインクを基底面５０ａに流動させることができるので、基底面５０ａ付近に設けた導出
口５９から流出せずに残るインクの量をさらに少なくすることができる。
【０３２２】
　・上記各実施形態のインクタンク４３において、導出口５９が下方に向けて開口するよ
うにしてもよい。
　・上記各実施形態のインクタンク４３において、基底面５０ａの長手方向（前後方向Ｙ
）における中央付近に導出口５９を設けてもよい。
【０３２３】
　・上記各実施形態のインクタンク４３における段差底面５０ｂを第１段差底面５０ｂ、
段差側面５０ｃを第１段差側面５０ｃとすると、図６５及び図６６に示す第１２変形例の
ように、基底面５０ａと短手方向（図６５及び図６６では紙面と直交する方向となる左右
方向Ｘ）に並ぶ第２段差底面５０ｈ及び第２段差側面５０ｉをインク室５０に設けてもよ
い。なお、第２段差底面５０ｈは基底面５０ａよりも高く、かつ、第１段差底面５０ｂよ
りも低くなるように段差を有してインク室５０に設けられている。また、第２段差側面５
０ｉは、上端側が第２段差底面５０ｈと交差する一方で下端側が基底面５０ａと交差して
いる。そして、この場合には、インク室５０の底部において、導出口５９を短手方向にお
ける基底面５０ａ側に設けるのが好ましい。さらに、第２段差底面５０ｈは基底面５０ａ
側が低くなるように傾斜させてもよい。
【０３２４】
　この構成によれば、短手方向において基底面５０ａ側が第２段差底面５０ｈ側よりも高
くなるようにインク室５０が傾斜状態となった場合には、第２段差底面５０ｈ側へのイン
クの流動が第２段差側面５０ｉによって抑制される。そして、導出口５９は底部の短手方
向における基底面５０ａ側に設けられているので、第２段差側面５０ｉによって基底面５
０ａ側に堰き止められたインクを導出口５９から流出させることができる。したがって、
インク室５０が短手方向において傾斜状態となった場合にも、インク室５０の底部に残る
インクの量を少なくすることができる。
【０３２５】
　・上記各実施形態のインクタンク４３において、基底面５０ａ及び段差側面５０ｃに撥
液処理を施してもよい。この場合には、基底面５０ａや段差側面５０ｃに溜まったインク
を速やかに集液用凹部５０ｄ内に流動させて、導出口５９から流出させることができる。
【０３２６】
　・上記各実施形態において、インクタンク４３を装置本体１３内に設けてもよい。
　・上記各実施形態において、タンクケース４２を設けない構成としてもよい。すなわち
、例えば装置本体１３におけるねじボス部３７をインクタンク４３のタンク係止部６２に
対応する位置に形成し、インクタンク４３を装置本体１３に直接固定してもよい。
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　・上記各実施形態において、液体消費装置は、インク以外の他の液体を噴射したり吐出
したり塗布したりして消費する液体消費装置であってもよい。なお、液体消費装置から微
小量の液滴となって吐出される液体の状態としては、粒状、涙状、糸状に尾を引くものも
含むものとする。また、ここでいう液体は、液体消費装置で消費させることができるよう
な材料であればよい。例えば、物質が液相であるときの状態のものであればよく、粘性の
高い又は低い液状体、ゾル、ゲル水、その他の無機溶剤、有機溶剤、溶液、液状樹脂、液
状金属（金属融液）のような流状体を含むものとする。また、物質の一状態としての液体
のみならず、顔料や金属粒子などの固形物からなる機能材料の粒子が溶媒に溶解、分散又
は混合されたものなども含むものとする。液体の代表的な例としては上記各実施形態で説
明したようなインクや液晶等が挙げられる。ここで、インクとは一般的な水性インク及び
油性インク並びにジェルインク、ホットメルトインク等の各種液体組成物を包含するもの
とする。液体消費装置の具体例としては、例えば、液晶ディスプレイ、ＥＬ（エレクトロ
ルミネッセンス）ディスプレイ、面発光ディスプレイ、カラーフィルターの製造等に用い
られる電極材や色材等の材料を分散又は溶解のかたちで含む液体を噴射する液体噴射装置
がある。また、バイオチップ製造に用いられる生体有機物を噴射する液体噴射装置、精密
ピペットとして用いられ試料となる液体を噴射する液体噴射装置、捺染装置やマイクロデ
ィスペンサー等であってもよい。さらに、時計やカメラ等の精密機械にピンポイントで潤
滑油を噴射する液体噴射装置、光通信素子等に用いられる微小半球レンズ（光学レンズ）
などを形成するために紫外線硬化樹脂等の透明樹脂液を基板上に噴射する液体噴射装置で
あってもよい。また、基板などをエッチングするために酸又はアルカリ等のエッチング液
を噴射する液体噴射装置であってもよい。
【０３２８】
　そして、液体収容体、液体収容体ユニット、液体供給システムは、これらの液体消費装
置に供給する液体を収容する液体収容体、液体収容体ユニット、液体供給システムであっ
てもよい。
【符号の説明】
【０３２９】
　１２，８５…記録装置（液体消費装置の一例）、３２…液体噴射ヘッド（液体消費部の
一例）、４３…インクタンク（液体収容体の一例）、５０…インク室（液体収容室の一例
）、５０ａ…基底面（底面の一例）、５０ｂ…段差底面（底面の一例）、５０ｅ…上面、
５０ｆ…右側面（側面の一例）、５２…注入口（液体注入口の一例）、５９…導出口（液
体導出口の一例）、１０１，１０２…交差リブ部（第２リブの一例）、１０４…第１延出
部（延出部の一例）、１０５，１０６…連通部、１１１～１１８…縦リブ部（リブ及び第
１リブの一例）、１２１…第１突出部（補強リブの一例）、１３１～１３６…横リブ部（
リブの一例）、Ｘ…左右方向（水平方向の一例）、Ｙ…前後方向（水平方向の一例）、Ｚ
…上下方向（鉛直方向の一例）。
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